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1゚-1  プナの変色および腐朽

プナ材を侵害する菌の種類はきわめて多く，生態もかなり異なったものがある。第 1 のものは，菌糸が材

の中に侵入して材を褐色あるいは青黒色に変色させるけれども，材の中の;糖煩・デンプγ等を栄養源として

生活し，材の構成要素であるセノレローズ・リグニン等の物質を分解しない一群の菌類である。これらの菌類

を変色菌と称する。これに反し，初期には材の変色をおこすが，本来は材の腐れをおこす菌類を腐朽菌とい

う。腐朽菌は材の中の糖・デンプγなどはもちろん，セノレローズ・リグニンを侵し，これらの物質を栄養源

とするために材は強度を失い，はなはだしくもろくなる。プナ材にはこの変色菌と腐朽菌以外に穿孔虫類に

付着して材に侵入し，材の中の虫の孔道によく繁殖して，穿孔虫類の栄養源となっている菌類がある。これ

をアムプロシア菌 (Ambrosia fungus)* というが，この菌類はセノレローズ・リグニ γ等をほとんど分解

せず，したがって材の腐朽をおこさない。アンプロシア菌については，わがくにではまだほとんど研究され

ていなL 、

薬剤防除の対象となった菌類は上記の変色菌と腐朽菌とで，アムプロシア菌は穿孔虫の防除が完全に行な

われれば，ほとんど発生を見ない性質のものであるから，防菌対策としては特別に取り上げなかった。以下

薬剤による防菌対策を行なう上にはどのような菌に対して，いかなる点を考慮にいれ，あるいは菌類の生態

を考えて実用試験を進めたかを述べる。

目 -1-1 ブナ材の変色および変色菌

プナ材の変色現象には褐色ないし暗褐色に変色する褐変が広く知られ， この現象については北島却によ

って詳細に研究された。この褐変は，夏季に丸太の木口面からしだいに中心部に向かって材色が暗褐色に変

化してくる現象で，この褐変現象は子嚢菌の一種プナクワイカピ (EndoconidioPhora Bunae) が主役を演

じ褐変はプナの材の中のフェノーノレ性物質がフ'ナクワイカピの菌糸の分泌する酸化酵素によって酸化され

ておこる変色と，侵入した菌糸自体の褐色とが合わさって着色する現象であることが確かめられた。この着

* Ambrosia beet1e に随伴して生ずる菌とここでは解釈する。
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色に対して同氏は，多数の木口塗布剤の効果を検討し，冬季伐採の材は北島24号薬，夏季伐採の材は北島18

号薬の使用が，褐変に対しては完壁に近い効果をあげうることを立証したが，われわれの追試でも北島18号

薬は後述するようにきわめて優秀な成果をあげている。

青島・林1) 7) はプナ材の変色は褐変のみではなく青色ないし青黒色に変色する青変現象のあることを確か

めたが，この青変をおこす菌をエヅマヲノクワイカピ (Ophiostoma piceae) と同定した。この菌はわが国

では最初，エゾマγ の青変菌として記載されたが，後にマγ ・モミなどの針葉樹材や諸種の広葉樹材の青変

をおこす菌であることが判明した。

「戸倉AJ および「戸倉 BJ では，プナのみならず， ミズナラ，カエデ類などの材にもこの菌がよく発生

し í根利」ではこのほかモミの青変もかなりおこしているのを観察した。前のプナグワイカピは広葉樹だ

けに発生する菌であるが，このエゾマヲノクワイカピは針葉樹材をも侵す菌である点は注目に値する。プナ

の純林にせよ，針葉樹(アスナロやネズコを除く)との混交林にせよ，この青変菌の森林内での発生は同程

度とみなければならないからである。青島・林6) 7) はさらにこの青変現象には前のエゾマY ノクワイカピの

ほかに; Ophiostoma pluriannulatum, O. stenoceras, LeptogγaPhium sp. が同様に関係していることを

確かめている。これらの青変菌はし、ずれの試験地でも見いだされ，特に前者は木口面に菌糸や子実体が良く

発生しているのを目撃したが，褐変菌と同様に，後述するように木口塗布剤できわめて良好な防除効果をあ

げうることを知った。また， Ophiostoma stenoceras はほとんどプナだけを侵すようであるが， O. Plurianｭ

nulatum はミズナラなどの広葉樹材にもよく発生し， マ'y・モミなどの針葉樹材の青変をもおこすきわめ

て多犯性の青変菌であることはエゾマヲノクワイカピと軌をーにする。

亀井 23) は北海道南部のフ・ナ林には7'ナクワイカピは分布せず， エゾマツノクワイカピのみがプナに発生

するとの意見をもったようであるが，青島・林7) によって，北海道南部のブナ林でもプナクワイカピはかな

り発生していることが確認され，また内地における他の 3 種の菌も確実にここで検出され，変色菌の種類は

内地のプナ林となんら異ならないことが立証された。また，内地のプナ林では，局部的に変色菌の種類の差

はあるが，日本海側とか太平洋側とかの大きな差は認められないことも確かめられた。したがって，菌の種

類のちがし、による防除法の違いは，わが国のプナ林では考えなくてよいわけである。

これらの褐変菌および青変菌は 20~250C で最もよく発育し，子実体や胞子の形成も盛んで，プナ林では

だし、たし、 6 月下旬から 8 月にかけてこの温度範囲となり，特に入梅時期は湿度の点からもこれらの菌の被害

を最も受けやすい時である。したがって薬剤による変色防止試験はこの季節を目標とし，この季節に有効な

ものは全季節を通じて有効で・あるとみなしてよろしいだろうとの想定のもとに， 5 , 6 , 7 月伐倒の各丸太

に対して，同一薬剤を使用し，同一処理方法を適用することにした。

褐変菌は子実体に形成される子嚢胞子と，菌糸に直接形成される内生分生胞子との 2 種の胞子をもつが，

青変菌もそれぞれ子嚢胞子とともに分生胞子をもっている。褐変菌および青変薗は，子嚢胞子でも分生胞子

でも，培養基上や材の上では十分な水分が与えられ，温度が 20~250C の範囲だと 10時間前後で発芽する。

これらの事実から，環境条件が適当ならば，胞子が材に付着してから材の中に侵入するのは，少なくとも 24

時間以内とみなければならないで・あろう。このような見地から，薬剤散布あるいは薬剤の木口塗布は，伐倒

後直ちに行なうのが望ましいわけでト，伐倒後かなりの日数が経った丸太の木口面は，すでに変色菌の侵入が

完了している可能性があり，外部からの薬剤処理の効果が期待できない場合がある。子嚢胞子が伝染するの

は土やチリの表面について運ばれ，これがフ守ナ材に付着して伝染の役割を果たす可能性は考えられるが，胞
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子が直接頭、に乗って飛ぶ伝染の仕方ii ， その注質上分生胞子以外は可能性ぷ薄いとみな浄ればt.r:. らなし、。青

島・林7) は，プナの穿孔虫の虫体からプナヱ〉青変遺が高いひん度で分離されるところから，青変醤の伝染で

大きな部分を占めるのは穿孔虫の媒介であることを確かめている。したがって，変色菌の訪d徐は，同辱に穿

孔虫の防除を行なわなし、かぎり効果がないことが結論づ庁られるので，この薬剤式換でもこの点を特に考慮

して，防菌および訪虫剤jの同時使用を原則としたわけである。

すでに記したように，プナ材の褐変は褐変置によっておこる現象であることは確かめられたが，さらにプ

ナ材中に侵入する菌類で，菌糸から酸化酵素を分泌するものであれば同様に褐変をおこすものであることが

確かめられた。青変菌および腐朽菌は，ほとんどがこのような性質をもっており，すべて同様に褐変をおこ

す。ただし，青変薗による褐変の場合は褐変は初期に限られ，しだいに青果色に変色するものである。腐行

菌の場合でも褐変は菌糸の侵入の初湖Jこ現われる現象で，後にこの部分は腐桁に変わってくる。これらの現

象は材中のブエノーノレ性物質が請の分泌する酸化酵素によって酸化された結果現われる着色現象であるが，

菌の関与しない空気酸化によって褐変現象のおこる場合もある。この場合にはアノレカリ性の物質が加わると

さらに酸化がすみやかになる。薬剤散布法あるいは木口塗布法では，このような見地からアノレカリ性の強い

薬剤は避けなければならなし、。

以上述べた変色はし、ずれも材の中に含まれる物質の駿化によって着色する現象であるが，このほかに散布

薬剤の薬物そのものの色による変色がある。このような薬剤は着色の程度にょっ℃は使用できない場合があ

る。これらのプナ丸太の変色の成因を整理してみると次のようになる7)。

褐変の場合

1. 材中の成分の酸化

a. 菌類の酸化師事素(褐変薗・青変菌・腐朽菌〉

b. 空気中の酸素

C. アノレカリの添加

2. 褐色菌糸の色〈褐変薗〉

3. 薬物による着色

青変の場合

1. 青変菌の菌糸の色

2. 薬物による変色

目 -1-2 ブナの腐朽および腐朽菌

プナ材の腐桁薗は極煩がきわめて多く，ーその生態や性質も種類によって異なっている。主として生立木の

腐朽をおこすものと，伐到愛Iこ材に侵入して材を腐符させるものがある。変色蓄の場合i1材の変色をおこし

美観がそこなわれるが，強受にはほとんど員長響がない。しかし，腐朽着の場合)1変色だげでなく，多くの帯

線を生じて美観をそこなう上に，腐行が進んだ場合には，材の組織がほとんど仮装されて使用できない状態

になる。しかし，一般に腐朽の場合は変色の場合よりも特殊な例を徐いては時珂がかかり，木口面から侵入

する腐朽菌は通常伐倒後 1 カ月以内法著しい腐符を現わしていない。しかしながら，この時期に腐朽菌を内

部に侵入させてしまえば，その後の防徐ば全く不可能である。したがって，薬剤散布あるいは木口塗布は，

変色の場合と同様に早期に実庖しなけばならない。

i ) 生立木の腐朽
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樹幹部を腐らせるものと根株部から根の腐朽をおこすものがあり，これらは腐朽商の種類がそれぞれ異な

っている〔この生立木の腐朽材はすでに内部に菌糸がまん延しているので，外部からの薬剤散布や木口塗布

では全く効果がなく，この薬剤試験の対象からは除外しである。この生立木腐朽については，被害丸太の取

り扱い方，あるいは森林の保育法について考慮すべきである主考える。

〈イ〕 樹幹部腐朽

最も重要な種類はツリガネタケ (Fomes jomentaγius) で，被害樹幹に大型の子実体を形成する種類であ

る。菌は枯枝や幹の傷口から侵入し，心腐れをおこす。この菌は，樹幹部の上下方向に広範囲にわたって心

腐れをおこすために，この菌に侵されてすで、に子実体がつくられている立木は，丸太にしても使用にたえる

ようなものは得られないのが常であるごこの菌に侵された立木は，最初材の中心部に明りような偽心材が形

成される。この偽心材は，辺材との境界が鮮明であるが，形はまちまちである。また，この偽心材の色調

は，健全なものにくらべてきわめて濃厚である。腐朽が進んでくると，この偽心材の色は漂白されて白くな

るが，なお健全部が年輪状にところどころ残っている。さらに腐朽が進むと，この残っている健全部も全く

侵されて典型的な白色腐朽の兆候を示し，最後には心材部が空洞化する。

枯校や幹の枯損部から後に述べるような伐倒木に生ずる腐朽菌が侵入し，校を全く腐朽させたり，あるい

は樹幹部に校から侵入して樹幹部心材を腐朽させる場合がある。これらの伐倒後に侵入する腐朽菌の場合

は，腐朽は樹幹の上下方向にはあまり進まないが，偽心材の形成は極度に盛んである。

(ロ〉 根株部腐朽

恨株部を侵す腐朽菌として重要な種類はオオミコブタケ (Ustulina vulgaγis) とトンピマイタケ (G門'fola

gigantea) があげられる。オオミコプタケによる腐朽は最近，青島めにより紹介されたっこの菌による腐朽

は幹の上方まで達したものは少ないが，きわめて明りような黒色の帯線が形成されるために，その経済価値

はいちじるしくそこなわれる。腐朽材には初期から帯線が形成されはじめ，しだいに材の色は漂白されて典

型的な“自腐れ"の状態となり，黒色の帯線の形成はますますはなはだしくなる。腐朽の末期になると生立

木の根株の中央部はしばしば空洞となるσ 菌は根あるいは根株部から侵入し，根株部にはしばしばガγ腫が

形成され，この部分の中央部が陥波している。このガン腫の部分には黒色炭質の子実体が形成され，春季に

は分生胞子を，秋季には子嚢胞子を放出して伝染源となる。り病のプナを伐倒すると，丸太の侵された部分

や，根株部からは通常春季 5 月ごろから子実体が形成されはじめる。

トンピマイタケは今関 16) によって報告された。この菌は，プナの大径木の根株から根の白腐れをおこす

が，前種ほど重要な積類ではないp この菌による腐朽は根株以下に限られ，子実体は初秋に根から地表に現

われてくる。生立木根部および根株の腐朽菌としてはこのほかにナラタケ (Aγmillariella mellea) がある

が，わが国では被害は問題とするに足らなし、。

ii) 伐倒木の腐朽

伐倒木の腐朽菌は生立木の腐朽菌に比べてきわめて種類が多く，欧米との共通種が大部分であるが，本邦

囲有種も数種が数えられる。伐倒木の腐朽菌とは伐倒してから材に侵入してくる性質をもった腐桁菌である

が，この類のものは前のヲリガネタケやオオミコプタケのように，生立木の樹幹の内部をはなはだしく腐符

させたり，空洞化させるような能力はない。しかし，生立木時代に樹幹や校の枯損部に侵入して部分的に侵

入部位を腐朽させる場合もしばしば見受けるところである。

伐倒後に侵入してくる腐朽菌は，大部分は担子菌類でサノレノコシカケ科に属するが，ウロコタケ科，マヅ
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タケ科，ハリタケ科や，.ι一部子嚢菌類に属するものもあるO このながで最も腐朽1カが大きく，警戒を要する

ものはオオチリメ γタケ (Tγametes gibbosa) , カワラタゲ (Coriolus . versìcdloγ)，カイガラタケ • (Lenｭ

.zites betulinà) ， アラゲカワラタケ (Coriolus hirsutus) , Vユタケ (Tγametes cinnabarina) , ニクウス

バタケ (Coγiolus consoγs) ， ヤケイロタケ (Bjerkandeγa adusta) ， コプキタケ (Elfvingia applanata) , 

チヤカイガラタケ (Daedaleopsis tricolor)，ヤキフタケ (Tyromyces pubescens) , ~キヨタケ (Lamptero

柄.yces japonicus)，エピイロタケ (Tγachyde門na Tsunodae) , カノコ (Heγicium sp.) などがあげられ

る。このうちコブキタケはきわめて激しい腐朽力をもっているが，この腐朽菌の胞子は材に付着後，発芽が

きわめて遅れるために林内での丸太防菌の見地からは， 3 ヵ月ぐらいはまず問題にならないことが青島のに

より確かめられている。

腐朽力は前記の種類より劣るが，相当にひん度が高く，かつ重要であるものに，ナメコ (Pholiota Nameｭ

ko) , ミダレアミタケ (Daedalea biennis)，ヌメリヲバタケモドキ (λ!{ucidula venoso-lamellata)，アミス

ギタケ (Favolus squamosus)，エノキタケ (Collybia velutipes) , シワウロコタケ (Phlebia stγigozo

.zonata)，オヲネンタケモドキ (Polyþorellus brumalis) ， キクラゲ (Auricularia Auγiculaーjudae) ， アラ

ヂキクラダ CA. polytγicha) ，クロゴプタケ CHypoxylon annulatum) ， アカコプタケ (H. coccineum) など

がある。グロコプタケやアカコプタケは腐朽力は著しくないが，材中にははなはだしく帯線を形成するため

に，事事戒しなければならなし、。スエヒロタケ (Schizophyllum commune) やムラサキウロコタケ (Stereum

þurpureum) は伐採丸太に一番最初に侵入してくる種類で，われわれの今回の薬剤防除試験の際にもきわめ

てひん度が高く現われてきた。しかし，この 2 つの種類は材の腐朽力は軽微であるから，むしろ初期変色に

よる被害の方を重視すべきであろう c
、島唱も'""-'三

iii) 腐朽菌の伝染法 マ名川

腐朽菌の伝染は大部分は子実体から放出される担子胞子が，材に付着して発芽することによって行なわれ

る。腐朽菌のなかでも子実体が 1 年生のものと多年生のものとがあるが， 1 年生のものは，担子胞子の形成

がその年だけに限られ，翌年には子実体が腐ってしまうために，その子実体からの胞子の放出を見ない。上

記のプナの腐朽菌のうち，大部分は 1 年生であるが，生立木樹幹を腐朽させるヲリガネタケおよびコフキタ

ケは多年生の種類で，同一子実体から年々多量の担子胞子を放出する。 1 年生の腐朽菌のなかにも，子実体

が最初に形成されてから，比較的長期にわたって胞子を放出する種類と，子実体が形成されてから短期間の

うちに腐ってしまう種類がある。

サルノコシカケ科に属する種類の大部分は前者であり，マヲタケ科およびハリタケ科のものは後者であ

る。また，子実体の形成される季節は腐朽菌の種類によってまちまちである。スエヒロタケ，ムラサキウロ

コタケ，カワラタケ，アラヂカワラタケ，カイガラタケ，オオチリメ γタケなどは春から秋にかけて比較的

時期を選ばないが，ヲキヨタケ，ナメコ，カノコ，エノキタケなどは，大部分秋季に形成される。したがっ

て，時期を選ばないで子実体を形成し，担子胞子を散布する種類はプナ丸太に対して常に脅威であるが，秋

期に形成されるものは春季伐倒材に対しては伝染のおそれは少ないものと見られる。実際にわれわれの行な

った各地の試験においては，使用した丸太はほとんどが春季伐倒であったため，秋期に子実体を形成して胞

子を放出する性質をもった腐朽菌による被害は，全く見られなかった。また，腐朽菌の種類によっては子実

体に担子胞子が形成されるだけでなく，無性的に分生胞子の形成されるものがある。ミノユタケやエノキタケ

はこの分生胞子を生ずる。生立木の根株を腐朽させるオオミコプタケは，子実体の表面に春季に分生胞子を
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を量にさ与や秋季に有性的に子嚢胞子を生鳴る特殊な腐朽菌である0.:1これらの分生胞子は，珂担子胞子や子寮

胞子と同様に伝染の役割を果すものと考えられるd

争でに述べたように，プナの変色菌の場合は胞子が穿孔虫に付着して運ばれる場合がきわめて多いが，腐

朽菌の場合にはこのような例は比較的まれで，風に飛ばされて運ばれることが多 L、。有性胞子も無性胞子

も，材に付着した場合，十分な水分と適当な温度が与えられれば. 24時間以内には発芽を完了する。この時

の水分ば斗持が繊維飽和点以上になっていなければならない。温度はだいたい 15"-'25 0 C' -j:'良好なものが多

いOJZ'ナ林で，これらの環境条件を最も良くみたすのは，変色菌の場合と同様に入梅期から秋に至る期間で

ある。明?ム

iv) プナ造材上の注意

プナの造材は古くから変色菌や腐朽薗および穿孔虫の被害の多い夏季の伐採が避けられ，冬期の伐採が守

られているが，これは完壁な丸太保護の方法が確立されるまでは，やはり守られなければならないことであ

る。しかし氷井・青島・林 37)によって， プナ材はその伐採季節のいかんを問わず，材に備わっている諸種

の腐朽菌に対する耐朽性は変わらないことが確かめられているから，夏季でも完全に防虫防菌できる方法が

発見されれば，伐採の時期を夏まで早めることも不可能ではない。

前:r..述ぺたよラに，生立木の時代7こ幹η中心部ぷ腐朽蜜に侵されていたり，枯伎やその付近の幹の部分に

すでに腐朽菌が侵入して足場を作っていることがあるが，このような場合には，この丸太は肉眼的に腐朽の

兆候を示さない場合でも，すでに菌糸は内部に侵入しているので，これらの樹木を伐倒した場合には，この

丸太は腐朽が急速に進む場合が多い。この場合には内部の菌糸は外部からの薬剤散布ではなんらの影響も受

けないので，薬剤散布法は全く効果を発揮することができなし、。したがってこのような丸太は，健全丸太と

は別に扱わなければならなし、。それには，このように幹の中にすでに腐朽菌の菌糸が侵入しているような部

分を，健全部分と区別して造材する必要が生まれてくるわけであるが， これはかなりむずかしい場合があ

る。しかし，少なくとも腐朽した枯枝の付着しているような部分は，不健全な部分にはいるものと判断して

よし、から，造材にあたってはこれらにはとくに注意する必要があろう。

目 -2 薬剤散布法による防除試験

目 -2-1 昭和 27 年度の試験

試験の第 1 年度，すなわち昭和27年には，薬剤を丸太の全面に散布することによって，事業的にプナ丸太

の防菌(防患を含む〉を行なう場合，薬剤の種類・形態・組成などをどのようにえらんだらよいか，それら

の薬剤によってどのように処理したらよいかなどの基準を決定するための最初の手がかりをうる目的で，防

虫試験と同じ設計によって「戸倉AJ. ï松草」および「尻平}IIJの 3 ヵ所に，同一規模の試験区を設定した。

i:')‘試験区の設定

(イ〉:試験用丸太

試験に用いた丸太は， 防虫試験と同じく直径 0.6"-'1. 2尺(18，，-，36 cm). 長さ 7"-'10尺 (2.1"-'3.0 m) と

しυ木用割れ，死節などのないものをえらび. 1 区に20本を用い. 1 本ならぺとした。このうち10本は虫害

の調査木にあてたので，残りの10本から毎月 3"-'4本ずつ抽出し，変色および腐朽の調査木とした。

イ尻平川」で用いた丸太は，前年の11 "-'12月に伐倒玉切したものを流送したために，各丸太とも樹皮が半

分以上けずりとられていた(写真 1 )" これを 4 月下旬に薬剤処理して，写真 1 のように，比較的樹陰の少
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写真1. 尻平川試験地(昭.27) 写真 2. 松草試験J也(昭. 27) 

ない河原にならぺた。

「松草」では，前年の1l"'12月の伐採木半分と. 4 月下旬，処理亘前の伐採木半分とを組み合わせて各区

をつくり，写真 2 に示すように，伐採跡地の比較的残木の少ない道路ぎわにならベた。

「戸倉AJ では 6 月初旬，処理直前に伐採し，木馬で運んだ。この丸太は，樹皮の離れやすい時期に伐

採したために，樹皮が割れたり，離れたり，剥げたりした， ^これを日中わずかに陽のもれる程度の，比較

的湿気の多い林内にならぺた。

(ロ〉 薬剤処理

薬剤は，現在最も有望と思われ，かっ入手しやすい薬剤をえらび第11表の濃度にした。薬剤は写真 3 に示

すような要領で，丸太をころがしながら全面に散布し，薬液のとどかなし、所がないようにして.特にキズの

ある部分，および木口は念入りに行なった。使用量は，乳剤，白灯油溶液および水溶液とも，材積石あたり

0.5/ けがあたり1.8/ )を標準とした。なお，各薬剤とも. 1 回だけ散布したもの( 1 回散布試験とよ

第 II 表昭和27年の使用薬剤

薬剤名|備 考 F

PCP2% ・ BHC(η0.2% I 
白灯油溶液 | 

PCP2% ・ DDTO.2%白|
灯油溶液 | 

白灯油 |官峨の対照として設

PCP2% ・ BHC(り0.2% I 水を含まない 10倍希釈用
乳剤 |の原液を作って使用合

PCP2% ・ DDTO.2%宇L 1"  " 
剤 I

i 鉄道研究所の処方により
クレオソート泊18%乳剤 1:水を合すy55%の原液を 3

|倍に希釈して使用c

|水を含まない 4 倍用原液
民P5%松根泊宇L剤 |を作って使用。

防%水溶液 | 

ぶ〉と，毎月 1 回ずつ 1 ヵ月間隔に 8 月まで散布

じ毎月散布試験とよぶ)したものとを設定した。

心、) 試験区

「戸倉AJ. r尻平川J. I松草」の 3 試験とも同

ーの規模で行ない. 1 回散布試験および毎月散布

試験とも，薬剤 8 種に無処l理を加えおのおの 9 区

写真 3. 薬剤散布(昭.27. 尻平}lJ)
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ずつどした主各試験区り閣には，~.少なく・とも 2m めl間隔戸置くことむし，排列が終わったとζろ~薬剤を散

手布 ~tと。h各丸太は，全部上下の位置がわかるように記号をつけ，調査のために丸太を動かすことがあって

も，必ずもとの上下の位置にもどしておくことにした。

(ニ) 調査の方法

r 調査は，外観と内部観察とにわけて行ない，外観は設置後満 1 ヵ月目から毎月 1 回，木口および樹皮部を
濯、・

肉時的に観察して，木口ではその程度を 5 階級にわけ，
一←

勺昔、三f健全. 1 =初期変色. 2-やや変色，
国首

3=変色. 4 =腐朽菌着生

で示すことと、した。内部観察は，薬剤の効果を判定するためのおもな規準を，木口から侵入した褐変の深さ

にとり，腐朽および青変は単にあるかないかをしるすにとどめた。

これらの観測は， 1 回散布試験では 1 ヵ月目. 2 ヵ月目， 3 ヵ月目の 3 回，毎月散布試験では 3 ヵ月目と

6 ヵ月目の 2 回，それぞれ外観測定の終わったものを製材所に運び，丸太の中央から 1 イ γチ板 1 枚をきり

主り，これについて行なった。変色の深さは，木口より最も狭いものと，最も浅いものとを測定して平均値

を出した。

またこの変色材の中からさらに試料を任意に抽出して，薬剤の浸透状況，菌の侵入状況などを調査した。

ここでわれわれが測定の対象とした褐変とは，辺材の部分が黄褐色ないし赤褐色に変色したもののこと

で，青変や腐朽よりもはるかに早く現われ，前章でも述べたように，その原因にはいろいろあるが，菌によ

るものが最も大きい部分を占めるものであるとの観点に立ち，薬剤の防菌効力を祖1]る尺度として，適当のも

のであると考えて取り上けーたものである。今後はこの褐変を単に「変色」と書き，特に褐変または青変と書

かないかぎり変色とは褐変を示すこととする。

ii) 試験の結果

(イ〉 外部観察

外観の測定は， 「戸倉AJ では設置後満 1 ヵ月日から毎月 1 回10月まで，計 4 回行なわれ， 「松草」およ

び「尻平HlJでは. 10月の試験終了時に 1 回だけ行なわれた。

「戸倉AJ における測定の結果は第12表に示すように， 1 ヵ月目では FD 区が最も悪く. 2 ヵ月目で FD

区，無処理区および白灯油区がほぼ同じ程度に悪くなり. 3 ヵ月自になると，この 3 つの区には丸太の木口

にムラサキウロコタケの発生が見られ，特に無処理区には，丸太の全面に白色の菌糸が多数現われた。その

他の処理区は一般に清潔でト， 5 ヵ月日では 1 回散布試験は毎月散布試験より少し悪く，多少程度に差はあっ

たカ1， )回数布試験の全区にスエヒロタケの発生をみた。

「尻平J[lJおよび「松草」では.第13表(1)"-'(2)に示すように，両試験地主も， 「戸倉AJ と同様に，無処

理区. ，FD 区および白灯油区が悪く，他の薬剤処理区は一般に清潔で，その聞に差はほとんどなかった。し

勺し. 6 ヵ月目の 1 回数布および毎月散布試験の問の差は明りょうで， 1 回散布試験には全般にはスエヒロ

ダケの発生を見た。特に「松草」の 6 ヵ月目では. Flate 4"-' 6 にみるように，毎月散布試験でも，乳剤

.区を除く他の全区にスエヒロタケが現われ，とりわけ白灯油溶液区ではその数が多かったっ

C.p) 内部観察

Fー_a) 変色および腐朽の状況

?試験材を製材してみると，材面に写真 4 に示すように，木口から侵入した変色(電変および青変うおよび

腐朽，樹皮部から虫孔を通して，変色〈褐色〕および腐朽が現われる。このうち，木口から侵入した変色に

、
1'. 
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第 12 表。丸H 太の外観

昭和27年 1 回散布試験(戸倉A)

変色の程度
薬 剤 名

1 ヵ月目 1 2 ヵ月目 1 3 ヵ月目
観察事項 (5ヵ月日〉

PCP溶2;!液v. . BHC(r)O. 2%白
灯油

。 2 3 外発生観すき。わめーて清潔・スエヒロタケ少し

PCP2% ・ DDTO.2%白灯 ‘0 2 3 '1 " 泊溶液

、 PCP2 % • BHC(r)O. 2%乳
。 3 " " 剤

PCP2% ・ DDTO.2;!岩手L剤 。 2 " " 
クレオソート油 18 %乳剤 。 2 3 " " 
PCPs%松根油乳剤 。 2 3 II " 
白 灯 油 3 4 木口にムラサキウロコタケ多し。

FD 2 %水溶液 2 3 4 
木口にムラサキウロコタケ多し。丸太
の全面に菌糸が少し見える。

ヂ

木口にムラサキウロコタケ多し。丸太
無 処 理 3 4 

の全面に白色の菌糸多し。

(注) .変色の程度の表示法は次のようである。

Oー健全 1 一初期変色. 2 ーやや変色. 3 ー全面変色. 4 ー腐朽菌着生。

第 13 表 (1 ) 材質の腐朽状況および丸太の外観

昭和27年 1 回散布試験(松草)

腐 朽 状 況
薬 剤 名

1 ヵ月日 1 3 ヵ月目
丸太の外観 (6 ヵ月目〕

PCP溶23液If: . BHC(r)O. 2%白
灯油

。 木口清潔，スエヒロタケ樹皮部に多し。

PCP2% ・ DDTO.2%白灯 。 2 " " 油溶液

p輛 2 % • BHC(r)o. 2%~l 
。 !木口 i 樹皮部とも清潔，菌なし。斉j

PCP2 %. DDTO. 2%乳剤 。 2 木口清潔，樹皮部にスエヒロタケ少しあれ

クレオソート泊 18 %乳剤 。 木口，樹皮部とも清潔，菌なし。

PCPs%松根油乳剤 。 木口清潔，樹皮部にスエヒロタケ少しあり。

白 n i由 。 2 木口変色著し。樹多皮し部にスエヒロタケ，ムラ
→Fキウロコタケ 。

FD 2 %水溶;夜 。 2 木口変色あり。樹皮部にスエヒロタヶ少しあ
り。

無 処 E里 。 2 木口変色著し。樹皮部に子実体なし。

(注) 腐朽状況の表示法は次のようである。

O ー健全. 1 ー腐朽菌侵入. 2 ーやや腐朽した部分現わる. 3ー完全腐朽した部分現わる。



第 13 表 (2)

プナ丸太の防虫防菌tこ関する研究 (丸太保護研究班〉 - 51 ー

事』

材質の腐朽状況および丸太の外観

昭和27年 1 回散布試験(尻平)1i) 

i 薬 ~J 
腐朽状況

，jヵ月目 I 3 ヵ月目
名 丸太の外観 (6 ヵ月日)

, 

L 灯PC油P溶23液5 ・'BHC(r)O.2%自 I 。 。

PCP2 %. DDTO.~2%白灯 l o . 1 。

油溶液

PCP2% ・ BHC(r)O.2%乳 。 。

弗j

PCP2% ・ DDTO.2%乳剤 。 。

クレオソ{ト泊 18%乳剤 | 。 。

PCP5%松根油乳剤 。 。

白 H ?由 。

FD 2 %水溶液 。

無 処 t 理 。 。

(注〕 腐朽状況の表示法は第13表 (1 )に同じ。

Yし少ケタコロι
ソキサ

o
-
7
3
 

り
ムあぴ

U

L
P

よ
.

少
お
ケ
ケ
ド

タ
タ
ロ
ロ
ヒ
ヒ
。

エ
エ
り

ス
ス
あ

スエヒロタケ少しありつ

" 
スエヒロタケおよびアラゲカワラタケ少しあ
り。

スエヒロタケ少しあり。

スエヒロタケおよびムラサキウロコタケ少し
あり。

スエヒロタケ少しありつムラサキウロコタケ
全国にあり。

'/ " 最も悪し。

ついて測定した 3 ヵ月目の数値を示すと，第27， 28および29図のようで， f戸倉」では進行が著しくおくれ，

満 5 ヵ月目でわずかに 20cm を示したものが最高値であったのに反して， r尻平)l1Jではきわめて速し 6

ヵ月目には全部の丸太が例外なしに全面変色をしてしまった。したがって， r松草J の結果はその中聞に位

置するような数値を示していた。しかしながら，異なる薬剤相互の聞の

効力の比較をしてみると，多少の例外はあるが， 3試験ともほぼ同じ傾

向を示した。これらは，だいたい 3 つの群に分けられ，第 1 位が白灯油

および白灯油溶液区，第 2 位が乳剤区，第 3 位が FD 水溶液区でほぼ無

処理区に近いものであった。

,. 
50 
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第27図木口よりの変色の深さ，処理後 3 ヵ月目
(戸倉A，昭.27.6 月設置〉

I :無処理， n : PCp. BHC 白灯油溶液，目: PCP ・

DDT 由灯油溶液， N: 白灯油， V:PCP・BHC 乳剤，

VI : PCP. DDT乳剤， vn: クレオソート油乳剤， V1H: 
松根油・ PCP 乳剤， 1'(: FD 水溶液

写真 4. プナ丸太の変色(褐

変および青変〕主腐朽
(昭.27. 松草)



- 52- .r;'，事 i ・ 1林業試験場研究報告!第 120号 、、

Cm 
1回

Eコ 1 団員Z市
_1害問航叩

, 1'1. 

.cm 
1011 

so 

'..'!I'\, 4 

Eコ l 回甑佑

-毎月敵将

ー，
1 戸、

川 IV V VI ¥11 ~1 !1 IX 1 11 111 IV V v1け1 ¥111 IX 

第28図木口よりの変色の深さ，処理後 3 ヵ

月目(松草，昭27. 5 月設置〉

第29図 木口よりの変色の深さ，処理後 3 ヵ月目

(尻平川，昭.27. 5 月設置)
1 :無処理， n: PCP ・ BHC 白灯油溶液， 目: 1 :無処理， n: PCP. BHC 白灯油溶液， 目:

PCP ・ DDT 白灯油溶液， lV:白灯油， V : PCP. 

BHC 乳剤， VI : rcp . DDT 乳弗IJ ， vn: クレオソ

ート泊乳剤， VIll:絵根油・ rcp 乳剤，医 :FD 水

溶液

PCP. DDT 白灯油溶液， lV:白灯油， V: PCP. 
BHC 乳剤， VI : PCP ・ DDT 乳剤， vn: クレオソ

ート油乳剤， VIll:松根油・ PCP 乳剤， lX: FD 水
溶液

b) 変色材の顕微鏡的観察および菌の分離培養試験

製材して変色および腐朽の調査を行なった板材のうちからいくつかの試料をとり，これから検鏡用のフ・レ

バラートをつくって，変色部の最先端部およびこれに隣接していて，健全部と判定された部位における菌糸

の有無について検鏡してみると，健全部には菌糸がみえないが，変色部からはたいてい菌糸が検出された。

しかしこれから菌を分離培養することはできなかった。

c) 薬剤の浸透状況

薬剤の浸透状況を，紫外線の照射によって検出しようとしたが， PCP については感度が悪く，検出がで

きなかった。しかし，クレオソート池乳剤についてはきわめて明りように現われ， 1 回だけの散布も，毎月

~ 1車 U 部升 1 図合計 3 回数布のものもほぼ同程度で，濃レ部分が木口から 1"-'
堕軍菌 剤ν 部+

辺材

良

第30図散布した薬剤の木口からの
浸潤の状況(昭.27. 松草)

薬剤は30%クレオソート油乳剤

3cm， 淡い部分を含めて 2 "-'4 cm の深さに検出された。ただし，

偽心材の部分では検出されず，辺材の部分に第 30 図のように現わ

れた。

のその他の観察事項

木口からの変色は，写真 4 でもわかるように，一般に辺材と偽心

材との境界付近での進行が速いが，木口および樹皮部にトピ穴があ

ったり，割れ目があったり，木口がたいらでなく，段がついている

ようなときには，それらの部分からは，細長い変色がさらに速く進

んだ。

iii) 結果の考察および論議

(イ) 丸太の径級の大小による薬効の差，および冬季伐採・翌春

処埋と春季伐採・直後処理の聞の薬効の差

以上の結果を，同一種類の薬剤ごとに，同一試験地内にあったも

のが，供試材の径級の大小により薬剤の効果の上に差が現われたか
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どうか，および前年伐採木と処理直前の伐採木との間に差が現われたかどうか(後者t主怯草試験池だけの問

題)，という点についてまず検討してみると，第14および第15表に示すように，いずれも特にいうべき差をみ

いだすことができなかった。だからこの試験の結果を検討するためには，特に径級別にする必要もないし吟

また前年の11"'-'12月の伐採木を 4 月になって処理したものも，区別する必要のないことがわかったっしかし

後者については，前章において述べているように，処理前にすでに菌の胞子が丸太η表面で発芽し生育の足

場をきずいている可能性があるので，事業的には，時期を失しないよう注意することが肝要である《

1第14表丸太の径級が薬剤の効果に及ぼす影響

(昭和27年 4 月処理，処理後 3 ヵ月目，松草)

薬 弗j 名 |丸太の直径|木口よりの変
| 寸|色の深さ cm

9.5 27 

無 処 理
8.0 32 

7.5 15 

7.0 104 

10.0 18 

FD2% 水溶液 6.0 105 

6.0 54 

5.0 51 

9.0 18 

クレオソート f由 8.0 67 

18%乳剤 7.0 26 

7.0 17 

12.5 29 

8.0 21 

PCP2% ・ BHC(T) 8.0 26 

0.2% 白灯油溶液 7.5 33 

6.0 20 

6.0 25 

7.5 24 

PCP2%・BHC(T) 6.5 26 

0.25右手L剤 5.5 35 

5.0 26 

(ロ〕 試験地聞の薬効の差異

第15表伐採から処理までの期間が薬剤の効果

に及ぼす影響
(昭和27年 4 月処理，処理後 3 ヵ月目，松草)

薬剤名 I~査結語 122些笠
4月伐採，直後 I 27 

処理 I 32 
無 処 理 I Iーー一一一一一一

FD 2% 水溶液

クレオソート油

18%乳剤

PCP2% ・ BHC

(T)0.2%乳剤

PCP2% ・ DDT

0.2%白灯油溶液

4月処理

4月伐採田直後

処理

11"'-'12月伐採

4月処理

4月伐採，直後

処理

11"'-'12月伐採，

4月処理

4月伐採，直後

処理

11"'-'12月伐採

4月処理

4月伐採，直後

処浬

11"'-'12月伐採

4月処理

40 

35 

18 

54 

45 

20 

18 

26 

23 

18 

26 

24 

25 

38 

16 

14 

20 

12 

同一種類の薬剤ごとに， 3 つの試験地の聞の薬効の相違を比較してみると，いずれの薬剤も外観上は大差

がなかったのであるが，内部観察の結果によると， r戸倉AJ はきわめてよく， ï尻平IIIJ は反対にきわめ

て悪かった。この原因がし、ずれにあるかについて，

第 1 に考えられることは環境条件の相違である。前述のように「戸倉AJ は湿気の多いひ陰地であったた

め，乾燥によって丸太の木口にヒワレがはいることがほとんどなかった。これが後にも述ぺるように，薬剤

処理の効果を一段と向上させたものと思われる。

次に考えられるのは，試験丸太の耳元り扱い方の相違である。 r民平IIIJ と「松草J は，環境条件としては
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ほとんど同じと瓦て差し支lえだいと l思われたのに3 薬効に↑おける両者のi差が大ぎずぎた。，丙試験地で異なJるa い

ところは，試験用丸太の運搬法だけで. I松草」は木馬で. I尻平川」は管流し1で、行なわれたため，試験開始!

時の丸太は. r松草]のものは樹皮がほとんど完全に保たれてレたのに反して. I尻平}I!Jのものはその大部

分がけずりとられ，外観は清潔であったが，剥皮丸太も同然で、あった。これが，後に述ぺる昭和29年の剥皮

試験が示すような，類似の結果を示したものと解して，誤りはないであろう。

(ハ〕 薬剤散布法の効果

以上のように 2 つの考察を加えた結果を総合的に検討してみると，薬剤散布法は，その効果にある程度の

期待をかけることができる。ただ，木口よりの変色についてみると，毎月散布の効果が顕著でなかったこと

は意外で，木口の保護のむずかしさがうかがわれる。このおもな原因としては，伐採と同時に，木口の中心

部から辺材部に向かって放射状にはいる，大きく深い木口割れと，乾燥とともに現われる木口割れ以外の，

小さいけれども非常に数の多レヒワレが考えられるほか，木口の全面にわたって無数に存在する導管もまた

菌の侵入には，無視することのできないものであろう。なおまた，長期間日あたりのよい裸地におかれる

と，樹皮が材部より離れ，かつ割れ目がはいり，この部分からの菌の侵入も見のがすことのできないもので

ある。このような点に散布法の難点が存在する。

こうしたことに対して，今後いろいろと対策を考える心要があるが，さしあたりは，溶液の濃度を高めて

みること，他の薬剤を使用してみること，および特別な木口の防菌法を併用することなどであろう。

なお，防菌剤が全然はいっていない白灯油だけのものが，比較的よい結果を示していることは，プナ丸太

の変色が単に菌のみによっておこるのではなく，前章でも触れたように，他のいろい戸な物理的・化学的のト

原因によっておこりうる可能性があり，これがまた後に述べるように，変色をおもな対象として効果を判定

する上に，われわれがつねになやまされる問題となった。

(ニ) 薬剤の効果

第 1 年度の試験によってえられた薬剤の効果から，次年度の試験において使用する薬剤の種類および形態

が決定されるのであるが，変色の侵入状況から 3 試験地の結果を検討してみると. I戸倉AJ では，丸太の

置き場所が伐採前の林内であったことと. I尻平}I !Jでは丸太を流送法で運んだという一般の伐採事業にお

し、てはむしろ例の少ない条件がかなりの重要度ではいってきているので，これらをも含めて判定の直接の対

象とすることは必ずしも適当で、はない。したがって，事業的に最も一般的な条件を備えていた「松草」の結

果以外は，直接の対象から除外しなければならないが，これら 3 試験地の変色の進行経過をたどってみると，

薬剤の効果についてはほぼ同じような傾向が見られるので. I松草」以外の 2 試験地の結果も参考資料として

取り上げ，有望でないものを除いていくという仕方で選抜してみる。

本年使用した薬剤は，前述のとおり，効果の上から 3 つの群にわけられるが，そのうち. FD 水溶液は問題

なしに除かれ，第 1 位に属する自灯油溶液は，防虫編で述べたように，防虫の点で難点があるので，中間詳

の乳剤に重点がおかれることになる。乳剤では. DDT を混用したものが比較的悪しむしろ最下位の三FD

水溶液の群にはいるのでこれを除くと，残りの PCP. BHC 乳剤とクレオソート油乳剤の 2 種が取り上げら

れる。このほか白灯油溶液でも PCP ・ BHC 溶液は，今後の継続試験において検討を加える価値のあるもの

と考えられる。なお，松根油・ PCP 乳剤も有望の部にはいるのであるが，防虫の面からみると. BHC の混

用は必至であるので，一応薬剤の種類を整理する意味で除外した。

111-2ー2 昭和 28 年度の試験
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試験第 2 年度，すなわち昭和28年には，前年度の結果にもとづいて，防菌防虫の両国から有望なものとし

て選び尚された PCp. BHC の乳剤および白灯油溶液，ならびに BHC 混舟クレオソート油乳剤の効果が，

“どの程度期待しうるものか"を検討するために，伐採の時期を異tごする丸太に対する薬剤処理(伐採時期

別試験〉と，散布処理の効果をより高めるために考えられたいくつかの間題のうち，木口に高濃度の溶液を

散布する試験(樹皮部は別に BHC 乳剤で処理する)と，あらたに入手した輸入薬剤の散布試験とを，それ

ぞれ「戸倉BJ で、行なった。

i ) 試験区の設定

(イ〉 試験用丸太

試験用丸太は，直径 0.6"-'].0尺 (18"-'30cm) ， 長さ 3 尺 (0.9 m) (長さを縮めたのは，製材せずに現場

で割って観察することができるようにしたためである〉とし，伐採時期別試験用としては， 5"-'8 月まで毎

月 1 回伐採して，各月とも新鮮な丸太をつかった。特に前年には，立木中にすでに腐朽菌がはいっていた丸

太は，残りなく除いたつもりであったのが，なお遺憾の点があった経験にかんがみ，特に健全なもののみを

厳選し，運材のために樹皮が離れたり，あるいは割れたり， トピきずがついたり，木口が著しく汚れたりす

ることを避けるために，伐採現場付近の伐採跡地を試験地にえらび，運搬にはトピを使わなかった。なお，

木口面の悪いものは，切り直しを行なった。 1 区あたりの丸太本数は， 5 月設置区を12本とし，以下毎月 3

木を減じ， 8 月は 3 本とした。

(ロ〉 薬剤処理

薬剤の種類および組成は第16表に示すとおりで，散布の仕方，散布量等は前年と全く同様にした。散布は

第 16 表 昭和 28 年使用薬剤

薬 弗j 名 備 考

Na-PCP 5 % .BHC(T) 1%および2仰|謹の BHC山町CPの水脈所定の
に希釈したもの。全面散布。

伐 | 水面散を含布。まな川倍濃度の加希釈して使い採 PCP 5 % • BHC(T) 2 %乳剤ー
時
期 |最初ら使用濃度同ったもい面散布。)3IJ PCP 5 % • BHC(T) 2 %白灯油溶液
試
験

クレオソート油30% ・ BHC 2%乳剤
クレオソート油の遊非離イ酸を活中和性せ剤ずに， リンデン
をこれに溶散解布し， オン で乳化したも
の。全面 。

Na-PCP5%および 20%水溶液 |木口昨散布。樹皮部は BHC(T) 1%乳剤散布コ
高

PCP5% ・ 10%および20%松根油溶液濃 " 11 

度
溶 フェールマ…ッけレアート|輪 有…
液

0溶.4液%・ 0.8% ・1. 6%および3.0%松根油 入の " 
" 

散
布 ブェニーノレマーキュ 6リMッおクよブびォ3スプェー I " 試 油ト0溶.4液%・ 0.8% ・1. 6%:t� J: 0'3. 0%松根 11 

験

グローノレナブタレン50%白灯油溶液
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はじめの l 回Iだけとし，丸太の上下を明示したことも前年同様であった。なお，高濃支溶液および新規薬剤

散布試験は，木口だけにこの薬剤を散布したもので，樹皮部には別に BHC の 1%乳剤を，材積石あたり

0.51 ( 1 m' あたり1.81 ) を散布した。

(ハ〉 試験区

=伐採時期別試験においては，毎月各薬剤ごとに 1 区および無処理 3 区合計 8 区を， 5， 6, 7, 8 月の 4 回設

置し，各試験区の間隔は 5 "'10 m とした。

高濃度溶液の散布試験および新規の薬剤試験は，同一区画内に排列し，各薬剤ごとに 1 区を 1"'2m間隔

に設定しただけで無処理区は設けず，伐採時期別試験の無処理区の成績と比較することにした。

なお，伐採時期別試験と，高濃度溶液および新規薬剤試験とは区画を別にし，両者の間隔は 10m 以上に

とった。

(ニ〉 調査の方法

調査は前年に準じて行ない，変色および腐朽については，無処理区は設置後満 1 ヵ月白から，処理区は満

2 ヵ月固から，毎月 3 本ずつをその場で中心から 2 つに割って，その断固に現われたものについて測定し

た。変色と菌との関係についても，前竿同様顕微鏡検査を行な'った。

ii) 試験の結果

(イ〉 外部観察

これは，伐採時期別試験についてのみ行なったものである。

無処浬区の木口についてみると， 5 月設置のものは， 2 ヵ月目でそのほとんど全部の木口に変色菌がつ

き， 3 ヵ月目で全部の木口が変色菌でおおわれ， 4 ヵ月目にはスエヒロタケが若干着生したほか，ムラサキ

ウロコタケの着生が顕著で‘あった。

ム 6 ， 7 および 8 月設置のものは， 1 ヵ月目ですでに 5 月設置の 2"'3 ヵ月目に相当する程度になり， 6 月

設置の 3 ヵ目にはスエヒロタケとムラサキウロコタケが少し発生した。

次に，薬剤処理区の木口についてみると，

5 月設置区は全般に清潔で，薬剤間に優劣なし 10月までの 5 ヵ月間ほとんど変化がなかった。 6 月および

7 月設置区は，すでに 2 ヵ月目からわずかながら変色菌の着生があったが，無処理区よりははるかに少なく，

8 月設置区は10月まで変化なく，きわめて清潔であった。なお， 5 月および6 月設置区には， 9 月の観察特

に，若干のスエヒロタケが， 5 月設置区には 1"'2 個のアラゲカワラタケの子実体が発生していた。

さらに，樹皮についてみると，やはり木口と同じように，薬剤処理区は一般に清潔で、あった。 9 月の観察

時に，無処理区には薬剤処理区にみられなかったムラサキウロコタケが木口ほどではなかったがかなりの程

度に着生していた。これらの推移については，第 31 図-"1'" 3 および第 17 表(1)"'(司に示すとおりである。

これによると，スエヒロタケの発生は一般に薬剤処理区の方が約 1 ヵ月早くなっている。しかし，程度は

あまりひどくなかったから，このために樹皮の剥離したものはなかった。

(ロ〉 内部観察

a) 伐採時期別試験

まず，伐採時期別試験のうち 5 ， 6 , 7 月設置のものについてみると，第32"'34図に示すように，薬剤処

理区は全般に変色の進行がおくれ，無処理に比較して明らかに菌の侵入をおさえ得たことを示してし、る。し

かしまだ完全で、はなかった。
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第31図-3 木口の外観
(昭.28. 7 月および8 月設置広戸倉B)

6 月， 7 月， 8 月， 9 月は調査した月，数字は%を示す。{注:1)白は全く変色菌が見えず，斜線は変色菌少し見え，網目は半分くら lいの面
積に変色菌が見え， 黒は全面に変色菌が着生したことを表わす。[注: 2) 1 : PCP 5 % • BHC 2 %白灯油溶液， 目: Na-PCP 5%1・ BHC

1%乳剤， 目: Na-PCP 5 % • BHC 2 %宇L剤， IV : PCP 5 % • BHC 2 %乳剤， V :クレオソート油30% ・ BHC2%乳剤， VI :無処理。

第31図-2 木口の外観

(昭.28. 6 月設置区，戸倉B)

第31図-1 木口の外観

(昭.28. 5 月設置区，戸倉B)
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第 17 表(1) 子実体の発生状況

昭和28年 5 月設置(戸倉B)

2 ヵ;月自由 3 ガ月日・ ーπ4 ，カ 月目
薬 期リ r 名ト

口 j 樹 口|樹皮 ポロ|樹J ー. . 

木 皮 木 皮

PCP5%・BHC(r)・主%白灯油溶液 。 。 ス o i ス，ア ス

Na-PCP 5 %. BHC (r) I %乳剤 。 。 。 ス ス ス.

Na-PCP 5 % • BHC (η2s%，t 乳剤 。 ス , 0 ス ス，ア ス

PCP 5 %. BHCくり 2%乳剤j 。 。 o . ス ス，ア ス，ア

グレオソート油30% ・ BHC(r)2% 1; 。 ス 。 ス ス， 7 ス，ア
手L剤

無 処 手里 。 。 。 。 ム，ス ム，ス

μ(注) スースエヒロタケ， アーアラグカワラタケ， ムームラサキウロコタケ

第 17 表 (2) 子実体の発生状況

! 昭和28年 6 月設置(戸倉B)

2 カ 月 目 3 カ 月 目
薬 斉H 名

口|樹 口|樹木 皮 木 皮

PCP5% ・ BHC(r) 2 %白灯油溶液 t ス 。 ス ス

Na-PCP5% ・ BHC(r) I %乳剤 。 。 。 ス

Na-PCP5% ・ BHC(r) 2%~L剤 。 。 ス ス

PCP 5 % • BHC(r) 2 %乳剤 。 。 。 ス

グレオソ【ト油30% ・ BHC(η2%乳剤

無 処 理 。 。 ス ム，ス， P 

(注〕 スースエヒロタケ， ムームラサキウロコタケ， P ーベニシリウム spp.

第 17 表 (3 ) 子実体の発生状況

昭和28年 7 月設置(戸倉B)

2 ヵ月日
薬 斉リ 名

木口|樹皮

PCP5% ・ BHC(T) 2%白灯油溶液 。 。

Na-PCP5% ・ BHC(r) I %乳剤 。 。

τニ'
Na-PCP 5 % • BHC(r) 2 %乳剤 。 。

PCP 5 % • BHC(r) 2 %乳剤 。 。

グレオソ{ト油30% ・ BHC(r) 2%乳弗j 。 。

鉦 処 理 。 。
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処理区と無処理区との差は，図表

でも明らかなように，設置後 2 中月

目ではあまり顕著ではなかったが，

その後しだし、に大きくなり， 5 月設

置区でみると，無処理区の変色が急

に進んで， 4 ヵ月目にはそのほとん

ど全部が全面変色してしまったのに

反して，処理区では最後の 8 ヵ月目

でも， 20 cm 以下にとどまっている

ものが多かった。

第32図 木口よりの変色の深さ， 2 ヵ月目， 3 ヵ月目， 4 ヵ月
目および 5j ヵ月白(昭.28. 5 月設置r 戸倉B)

b) 高濃度溶液および新規薬剤散

布試験

7 月・ 8 月・ 9 月1.'10月は調査した月， 1 :無処理， rr : PCP 5%' 
BHC 2%白灯油溶液， .ffi.: PCP 5% ・ BHC 2%乳剤， lV :Naｭ
PCP5%.BHC2%乳剤.. V ~Na-PCP5%.BHCl%乳剤，刊:
クレオソート油30% ・ BHC2%乳剤。

つぎに，高濃度溶液および新規薬剤jの散

布試験についてみると，その結果は第35図

に示すとおりである。

有機水銀剤は，欧米において効果が顕著

であるといわれているものであるの〉。図に

よると， PCP および有機水銀剤とも，おの

おの 2 つの状態の'.2'"'-' 3 の濃度について

は，濃度が高いために特に顕著な効果を現

わしたと思われるものは 1 つもなかった。

したがって溶液または乳剤の散布だけで

は，たとえどのように濃度を高めようと

も，このような裸地で日あたりのいい条件

のもとでは，これ以上の効果を期待

することは困難である。

c) 変色材の顕微鏡的観察および

菌の分離培養試験

CIIl 
100 

50 

Cnt 
100 

50 

圃・ 8同 ~9同 Eコ 10 月

111 IV V 

第33図 木口よりの変色の深さ， 2 ヵ月目， 3 ヵ月目お

よぴ4 ヵ月目(昭.28. 6 月設置，戸倉B)
8 月・ 9 月・ 10月は調査した月， 1 :無処理. H : PCP5% 
・ BHC2%白灯油溶液，目: PCP5% ・ BHC2%乳剤， lV : 
Na-PCP 5%' BHC2 %乳剤， V : Na-PCP 5%.BHC1 % 

乳剤。

-・ 911 仁コ 10同 _SJ'!訟置 10只

1 1/ 11/ IV V VI 

この試験で得られた変色材につい

て，その変色の最先端部における菌

糸の有無を，顕微鏡でしらぺ，かっ

菌の分離培養試験を行なったとこ

ろ， 7 例の全部に明らかに材中で生

育したと思われる菌糸が検出された

のであるが，分離培養のできたもの

はただ 1 例だけで，それはプナクワ

イカピで、あった。

第34図木口よりの変色の深さ，処理後 2 ヵ月および 3 ヵ月目
〔昭.28.7 月および8 月設置，戸倉B)

9 月・ 10月は調査した月， 1 :無処理， n : PCP5% ・ BHC2%白
灯油溶液，目: PCP 5 % • BHC 2 %乳剤， lV : Na-PCP 5%・ BHC

2%乳剤， V : Na-PCP5% ・ BHC1%乳剤， VI: クレオソ{ト

泊30% ・ BHC 2%乳剤。
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第35図木口よりの変色の深さ
(木口だけの防菌試験，昭.28. 6 月設置，戸倉B)

8 月・ 9 月・ 10月は調査した月， 1 :無処理， ﾟ : Na-PCP 5% 
水溶液， 目: Na-PCP20%水溶液，1V :PCP5%松根油溶液. V : 
PCPlO%松根油溶液， VI : PCP20%松恨油溶液， VD: プェニーノレ
マーキュリッグブオスフェート 0.4 %水溶液， vmt ブェニーノレマ

ーキュリス宅フオスブェ-1:1. 6~水溶液，医:フェニーノレマ{キ

ュリックオレア -)'，P.4 -9.íí.時EFi由溶液， X :プェニーノレマーキュリ
ックオレアート1. 6%伝根油溶液。

ぜ d) 、その他の観察事項(:" It~~ 

特に '5 月および'6 月設置のもので

7 ・ 8 月の高温の時期を過ぎたもの

は，たとえ樹皮に割れ目や剥離がお

こらないものでも，丸太の上面の辺

材にきわめて不規則な変色が現わ

れ，木口から進行した変色とは恩わ

れない例が非常に多かった。しかも

これは，樹皮部からの菌の侵入とも

判定できないもので，その原因はま

だ不明である。

iii) 結果の考察および論議

(イ) 伐採蒋期別試験における散

布用薬剤の効果

気候的にかなり変化がある 5 月， 6 月， 7 月に伐採した試験丸太から得た結果を比較してみると，同じ経

過月数における変色の状況はほぼ同じ程度で，伐採の時期がちがうために，特に著しい差を現わしたと思わ

れるものはなかった。このうち 5 月および6 月設置は， 11月には完全に薬剤効果の限界を越して腐朽が現わ

れ，処理後 5 ヵ月目から 6 ヵ月目への腐符の進行は，特にすみやかに行なわれていた。したがって 5 月， 6 月

および 7 月伐採は，裸地に置く場合，年内に効果の持続限界に達してしまうと考えるのが妥当であろう。

そこで，伐採時期別試験の結果から，変色を 20cm 以下におさえることができ，かつ「フケ」のはいって

いなかった薬剤名を，経過月数により設置した月別にまとめて表示すると，第18表のようになり， 3"'-'4 ヵ

月ぐらいの期間中，平均 20cm 程度の変色がゆるされるならば. PCP 5% ・ BHC(η2%の乳剤および白灯

油溶液， Na-PCP5% ・ BHC(T) 2 %乳剤およびクレオソート泊30% ・ BHC(T) 2 %乳剤の 5 種には，大差の

第 18 表 伐採時期別試験において変色を 20cm 以下におさえ得た薬剤名

(ただし「フケ」のないもの) 昭和28年度(戸倉 B)

3 ヵ月目 4 ヵ月目 5 ヵ月目

5 PCP5% ・ BHC2%白灯・溶 PCP5% ・ BHC2%白灯・溶 PCP5% ・ BHC2%白灯・溶

設置月
PCP 5 % • BHC 2 %乳

PCP5% ・ BHC2%乳
Na-PCP5%・ BHCl および 2%~L

クレオソート泊30%. BHC2%乳
Na-PCP5%.BHClおよび2%乳

6 PCP 5;百・ BHC2%白灯・溶 PCP5% ・ BHC2%白灯・溶

~. 
月 PCP5% ・ BHC2%~L PCP 5 % • BHC 2 %乳
設置 Na-PCP5 %. BHC2 %乳 Na~PCP5% ・ BHC2%乳

7 PCP 5 % • BHC 2 %白灯・溶

設月 PCP5% ・ BHC2%乳

置 Na-PCP5%.BHC 1 および2%乳

恥
創
劃
一

平均 28 cm 平均 50 cm 50 cm 以上
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í":k い防菌効果を期待するf こ 2こができる。しかしながら，裸地における試験結果としては，これはおそらくき

わめてよい方の部類に属するものと思われるので，いつどこでも，これと同じ効果をあげうるとは考えられ

ない?

なお，有機水銀剤も泊溶性のものはよい結果を示しているので， BHC の混用によって防虫効果が確認さ

れるならば，十分期待してL 、L 、薬剤jのように思われる。

(ロ〉 高濃度溶液散布の効果

PCP でも ， !J レオソート油あるいは有機水銀剤でも，濃度のいかんにかかわらず， あげ得た効果には特

に顕著な差は見られず，かつ完全であったものは 1 つもなししかもある限界を越すことは絶対にできなか

った。このことは，一方において変色そのものの複雑さにも原因があるのであろうが，われわれがえらんだ

試験地がもっている“裸地で日あたりがよい"としづ条件のもとでは，変色をおさえるのに，これ以上の効

果を期待することは，すくなくとも現段階では困難であることを意味している。

目 -2-3 昭和 29 年度の試験

試験第 3 年度，すなわち昭和29年は前年度に得られた効果の再検討がおもな目的で，試験地をかえ， r根

利」で行なった。

i) 試験区の設定

(イ〉 試験丸太および薬剤処理

両者とも第 2 年度に準じて行ない， 5 月および 6 月の 2 回設置した。薬剤は数をへらし，第四表に示すも

のを用いた。

(ロ〉 試験区

毎月各薬剤ごとに 1 区ずっとし，無処

理を 3 区つくった。各区間の距離は 2'"

3m で， 5 月と 6 月の設置場所は別に

し， 100 m ぐらい離して設けた。

(ハ〉 調査の方法

第 19 表 昭和 29 年使用薬剤

薬剤名|備 考
PCP2% ・ BHC (T) 1 % I 水を含まない 3 倍濃度の原液を使
乳剤 |用。全面散布。

クレオソート油 30 %・|酸を中和しないクレオソート油に
BHC(似胤剤 |AI毛互託関与;起訴?性

変色および外観の測定は前年までの方法に準じて行ない，腐朽については円盤をつくって，その面に現わ

れた腐朽部分の面積を測定する方法を加えた。すなわち，最後の調査が終わってから (11 月)，両木口から

10cm ごとの円盤をおのおの 3 枚ずっと， 中央の 1 枚を加えて合計 7枚を，各丸太ごとにとり，これについ

て，後に述べるような内容で，腐朽部，変色部および健全部の 3 段階に，肉眼観察で区分し，そのおのおの

の面積をプラニメーターで測定して，全面積に対する比率を出した。

ii) 試験の結果

(イ〕 外部観察

第 1 年度および第 2 年度の観察結果主大差なく，処理区はいずれも清潔であった。

(ロ〉 内部観察

a) 木口からの変色の深さ

木口からの変色の侵入状況をみると，第36および37図のようで， 5 月設置の 2 ヵ月目は，各種薬剤および

無処理の聞に大差がなかったが， 3 ヵ月目および 5 ヵ月自には明りような差が現われた。 6 月設置のものは，

2 ヵ月日よりすでに明らかな差が現われた。しかし，やはり変色を完全におさえ得たものはなく，しかも変
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第36図木口よりの変色の深さ
〔昭.29. 5 月設置，根利〕

7 月， 8 月， 9 月は調査した月， 1 :無処理， D : PCP 
2% ・ BHC1%乳剤， 目:クレオソート油30%.BHC

2%乳剤， lV : Na-PCP3%+界面活性剤・水溶液，
V : Na-PCP3%水溶液。

1ifi!i!1 8 周 Eコ同調

相
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第37図木口よりの変色の深さ

(昭.29. 6 月設置，根利)
8 月， 10月は調査した月， 1 :無処理， D : PCP2 % 
・ BHC13仔L斉U ， 目:グレオソート油30%・ BHC2%
乳剤， lV : Na-PCP 3 %+界面活性剤・水溶液， V : 
Na-PCP3%水溶液。

-・腐朽 ~壷色 亡コ健全

0
 

2
旧

50 

色部位には，材中で、生育したと思われる菌糸が検

出された。

b) 円盤に現われた腐朽の状況

前述のように，各丸太ごとに 7枚の円盤をつく

って 3 段階に区分したおのおのの面積を測定し，

全面積に対する比率を出しでみると第38および39

図のようである。ここでいう腐朽とは，材本来の

色が失なわれていわゆる「フケ」といわれるよう

になったものであり，変色とは，変色菌による

変色と，腐朽菌による初期変色およびその他の変

色のまじったもの(この部分からはだいたい菌糸

が検された〉である。

これによると，腐朽についても，変色とほぼ同

様の傾向にある。この図では，樹皮部のきずまた

は割れ目などから侵入した腐朽についての補正を

行なっていないのでj 木口から侵入した腐桁だけ

についてみることはできないが，前者に相当する

ものがかなり含まれているはずである。

これらの材中から培養によって検出された菌

は， プナグワイカビおよび Hypoxylon sp. のほ

か，腐朽菌と思われる未同定のものが 2"'3 種あ

った。

iii) 結果の考察と論議

散布薬剤の効果を再検討することがおもな目的

であった本年の試験は，結果からみて特にいうべ

き新しい問題はおこらなかった。数字に現われた

a , b, C, d はおのおの木

口カミら 10， 20, 30, 65 cm 

の位置からとった円盤。

1 :無処理， D: PCP2% 

・ BHC1%乳剤， lH :クレ

オソート油 30% ・ BHC2%

乳剤， lV : Na-PCP3%十界

面活性剤・水溶液， V : Naｭ

PCP3%水溶液。

。

o.. b c d. (L bC d.. Q.. bcd  色よ三J と土三d.

11 111 IV V 

第38図 円盤の腐朽，変色および健全部分の面積の比率
(昭.29. 5 月設置， 6 ヵ月日，根利)
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円盤の腐朽，変色および健全部分の面積の比率
(昭.29. 6 月設置， 5 ヵ月目，根利)

-腐朽

…
一
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問

見
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50 

<1, b, c, d はおのおの木

口から 10， 20, 30, 65 cm 

の位置からとった円盤。

1 :無処理， n : PCP2 % 

・ BHC1%乳剤，目:クレ

オソ{ト油30% ・ BHC2%

乳剤， IV : Na-PCP3%+ 

界面活性剤・水溶液， V : 
Na-PCP3%水溶液

薬剤の効果も，変色によって判定された 2 ヵ月目から 5 ヵ月目までのものと，腐朽によって判定された 6 ヵ

月日のものも，今までとほとんど同じような傾向にあって，特に新しい知見を提供するものはなかった。

ただ，腐朽を主とした円盤による測定の結果は，一応木口に近いものの数値が大きく，中央部に向かうに

したがって小さくなっており，あたかも木口からのみ菌が侵入していったように見えるけれども，実際には

必ずしもそればかりで、はなかった。すなわちそれらは，樹皮直下の辺材の腐朽したもので，木口に近い樹皮

部の割れ目か，乾燥のために材部と樹皮部とが離れてすき間のできたようなところから侵入したと思われる

ものが多かった。したがって，これは無処理区の場合当然のことで問題にならないが，処理区の場合はその

補正を行なえば，薬剤の効果は著しく上昇することになる。

元来散布法では，薬剤が樹皮下の辺材にまでは浸透しないから，樹皮直下の辺材部分の保護は，どうして

も樹皮の機械的な防菌力にたよらなければならない。ところが，プナの樹皮には，乾燥によって剥離しやす

いとし、う，防菌的にたよりにならない欠点があるために，散布法の欠点が暴露されて，上述のような現象が

日あたりのよい裸地に長く置おこってきたものである。だから，もしもわれわれの選んだ試験地のように，

こうした意味この現象を一掃することは不可能であろう。散布i去のみにたよるかぎり，くプナ丸太では，

で，あえて樹皮部からの腐朽を補正してまで，薬剤jの効果を検討する必要を認めなかったのであるが，試み

Q_ b c d_ 
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第40図-2 円盤に現われた腐朽面積の比率
(PCP 5 % • BHC 2 %乳剤処理後 6 ヵ月日)

a: 木口より 10cm の面， b: 木口より 20cm の面， c: 木口より 30cm の面， d: 木口より 60cmの

面， 1: a , b, c, d の面に現われた腐朽の比率， n :樹皮の方向から侵入した腐朽菌による腐朽
を差し引し、て，木口の方向から侵入した腐朽菌による腐朽だけに I の数値を補正した比率。

第40図ー 1 円盤に現われた腐朽面積の比率
〈クレオソート油30% ・ BHC2 %~L剤処理後 6 ヵ月目)
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に補正を行なったものを示してみると，第40図ー 1'" 2 のようである。これによると，散布法を最も有利に利.. '1 

用するためには，樹皮直下の辺材部分を保護することができる他の方法を併用するか，あるいは，樹皮を長

く「テマJ の状態に保てるような環境条件をさがして，その条件のもとで散布法を適用することが必要であ

ることを痛感する。

目 -2-4 3 ヵ年聞を通じての結果に対する検討，考察および論議

i) 薬剤散布の効力範囲

(イ〉 薬剤の種類と濃度

3 ヵ年間の試験の結果より，圏内において供給可能であり，かつ防菌的に有望なものを選びだしてみると

次のとおりである。

まず第 1 にあげられるものは， PCP. BHC の乳剤および白灯油溶液である。 PCP (Pentachlorphenol) 

は，化学的な形として水酸基をそのままにしたものと，ナトリウム塩 (Na-PCP) との 2 種類を使用するこ

‘ とができる。前者は，白灯油溶液と乳剤の 2 種類にして'用い， Na-PCP は水溶液としてから， BHC 乳剤を

希釈する水の代わりに用いて，やはり乳剤として使用するつこれらの濃度は，試験としては 2， 3, 5, 10 お

よび20%について行なっているが，効果の点では， 6 ヵ月以内ならば，各濃度間に著しい差がなかったの

で，使用者の経済的な面からすれば 2"-'5%が適当な濃度であろう。したがって，これらをまとめてみると

PCP 2"-' 5 % • BHC 乳剤， PCP 2"-' 5 %・ BHC 白灯油溶液， Na-PCP 2"-' 5 %・ BHC 乳剤の 3 種とな

る。

つぎはクレオソ{ト油・ BHC 乳剤である。クレオソート油は黒色で， 原液では材の色を損ずることが大

きく，どうしても乳剤として使用しなければならない。試験では18， 30および55%の 3 濃度について行なっ

ているが，あまり高い濃度は必要ない。したがって，クレオソート油の濃度は， 18"-'30%であればよい。

なお，プ'ナ丸太はアノレカリに敏感で，薬剤がアルカリ性であると褐変をおこしやすく， Na-PCP は特にそ

の傾向が強い。したがって，乳剤はその反応を，なるべく中性かまたは酸性側にもってゆくようにしなけれ

ばならなし、。これは， BHC を防虫剤として混合するためにも必要な条件である。

(ロ) 薬剤の効力範囲

以上のようにしてえらびだされた薬剤lの効果が，はたして“どの程度期待されるものであろうか"という

ことは，もっとも関心のょせられるところであろう。そこで， 3 ヵ年間の結巣を 1 回散布だけの 3 ヵ月自の

数値についてまとめてみると，第20表のようになる。これは，第 1 年度の「戸倉AJ と「尻平)I IJ の結果を

第 20 表 木口より侵入した変色の範囲

(1 回散布 3 ヵ月目，昭.27， 28, 29 , 3 ヵ年間， 5, 6, 7 月設置のものの総括表)

薬 弗l

PCP (2, 5 %)・ BHC 白灯油溶液

Na-PCP (5 %)・ BHC 1[，弗U 1 
PCP (2, 3, 5%) ・ BHC " f 

名

クレオソート油 (18および30%) ・ BHC 乳剤

金正 処 理

変色の深さ

C刑|範

10"'41 

13"-'25 

無処理に対する.比率 % 

囲|平

20.0"'77.4 55.1 

32. 8"-'61. 9 42.5 

10"-'41 20. 0"-'82. 6 53.7 

27"-'6'1 

均ー
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除~，;だもの寸?山われわれがブペナ丸太の変色および腐桁に対する最も過酷な条件として考えた， “際関地で風

とおしがtよJく，ほとんど終日白光の照射する"試験地から得た変色測定の結果全部を含むものである。

これによると，条件はほとんど近似と思われるものでありながら，試験地が異なり，年度が異なり，設置

した月の異なったものがいりまじってくると，かくも効果の「フレJ の幅が大きくなるものであることがわ

かり，どの辺が常に期待されうる数値であるのか，その判定に苦しむことになる。ところが変色の絶対値は

一応考慮のそとにおき，無処理との比率で検討してみると，だいたい 3 ヵ月目は各月設置とも，無処理との

差がつきはじめた時で-あり， 4 ヵ月目となるとこの差は大きくひらき， 5 ヵ月目までこのまま続くのが一般

の傾向で，これを昭和28年度の試験でみると， 4 ヵ月目で，無処理の 50cm に対して， PCP (乳剤および白

灯油溶液を含む〕は 8 "-'16 cm ， すなわち 16"-'32%を示している。

このようにしてみると， 3 ヵ年間の平均の比率では， 3'""'4 ヵ月間で，だいたい 2 分の 1 ないし 3 分の 1

程度に変色の遂行をおさえることができるけれども，絶対値では，平均値が 20"-'30cm ぐらいの変色の侵入

は避けられないことになるであろう。

変色についてみると以上のようであるが，これを腐朽についてみると，第21表のようである。この数値

は，昭和29年の 5 月および 6 月に設置し，同じ年の11月に調査したもので， 5 ヵ月目から 6 ヵ月目にかけ

て，急速に腐朽が進んでいる。これは， 3 ヵ年を通じほとんど同じように見られたことで，薬剤処理区でも

4 ヵ月日になるとぽつぽつ「プケ」た部分が見られるようになり， 5 ヵ月日以後には，材面にはっきりした腐

朽部分が現われ，外観的にも腐朽菌の子実体が見られるようになる。そうなると，その後の腐朽進行は，き

わめて急速に行なわれるものであるから，薬剤処理を行なったものでも日あたりのよい裸地では処理後 5 ヵ

月を越すことは危険である。したがって，少なくとも満 5 ヵ月以内には，なんらかの形で製品となるように

計画され，実行されなければならないであろう。

第 21 表 円盤に現われた腐朽

(昭和29年度， 5 月および 6 月設置， 11月調査，木口より 20cm の位置〕

薬 弗j 名

PCP 2 %・ BHC 乳剤

グレオl ソート泊 30%. BHC 乳剤

無処理

(ハ〉 薬剤散布法の効力限界

全面積に対する腐朽部介の
比率 % 

5 ヵ月日 I 6 ヵ月日

5 16 

9 B 

21 91 

無処理の腐朽部分に対する処理
材の腐朽部分の比率 % 

5 ヵ月目 I 6 ヵ月目

23.8 

42.7 

100 

17.6 

日.8

100 

薬剤散布を行なった丸太と無処理の丸太とを比較しながら，今までいろいろの角度から観察してきてみる

主，薬剤および薬剤散布法の効果を認めながらもなお不満な点が多L、。第 1 に木口からはL、ってくる菌が完

全に防除できないこと，第2 に長期にわたる場合，樹皮直下の辺材部分に樹皮の割れ目などからはいってく

る菌の防除がほとんど不可能に近いこと等々。

すでに述べたように，われわれは，伐採玉切主同時におこる木口割れ，乾燥とともにおこるヒワレ，およ

び特に薬剤防除上プナ丸太の欠点とされている早期の樹皮の剥離等の， ÎナマJ のプナ丸太を日あたりのよ

い裸地においた場合に，早晩おこってくる不つごうな現象を調整することなしに，薬剤散布だけの処理を行な
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って，とれらの不つごうな現象による、不利を完全におおいつくす薬剤をうることに苦心したので]あlるがνそ

れは現在ほとんど不可能に近いことを知った。そうして，このような条件のもとでは，不利な状態が現われ

てくる時期，度合い等によって，あげうる薬剤の効果にも相当の変動が現われることもわかったう

したがって，現段階においては，林内の自然状態でプナ丸太に対して薬剤を散布する防菌の方法には，現

在あるどのような薬剤を使おうともいかに濃度を高めようとも，期待しうる効果にはおのずから一定の限界

のあることが結論づけられる。とれと同じようなことはt:CHEFFER および ZABEL45) によって報告されて

いる。しかしながら，木口のヒワレがふせがれ，樹皮が長く「ナマ」の状態を保つような条件が容易にえら

れるならば，薬剤の効果もはるかに向上し，かつ安定したものになるであろうことが，後に述べる環境との

関係から推論される。したがってわれわれは，このような不つごうな現象がなるべくおこらないような環境

条件をさがすことと，部分的に散布法の欠点を補うことのできる他の方法を併用する以外には，この 2 つの

難点を解決してゆく道はないように考える。その併用されうる方法とは，従来も行なわれていた木口塗布法

と，最近問題になりつつあるオスモ{ズ法である c これについては，昭和 28 年および 29 年の 2 ヵ年間，散

布法と併行に試験しているので，章をあらためて後述する。

ii) 剥皮丸太に対する薬剤散布試験

昭和 29 年には，剥皮丸太に対する薬剤防除の効果について，比較的小規模に予備的な試験を， r根利」で

行なった。 6 月の伐採木を材部に傷をつけないように最Ij皮し， Na-PCPの 5%水溶液を散布して，日あたり

のよい裸地に放置した。

この丸太は，外観的には剥皮された部分に多数の「ヒワレj ができたけれども処理区無処理区を悶わずき

わめて清潔で無処理の木口にわずかに変色菌の着生がみられた以外は，皮付丸太に見られたようなスエヒ

ロタケの着生もなかった。さらにこれを割ってみた結果は，処理区も無処理区も差別lなく， 2 ヵ月固には材

全体が濃褐色に変色し，辺材と偽心材との区別が全くつかないまで、になった。 3 ヵ月目には丸太中央の辺材

部から，顕僻克的にも培養的にも菌の存在が認められ(菌の種類は不明)， さらに 4 ヵ月固には変色の程度

にはほとんど変化がなかったが，わずかに腐朽がはいり，無処理区には明らかに腐朽菌による帯線が現われ

大。 5 ヵ月自に，前述のように円盤をとって測定してみると，第H図のようで，薬剤処理区の腐朽は明らか

主
旧D

.50 

官

-・腐朽 l!?IiJ愛色

a. b ご0. Q b c. d 
-一一ーー一一~

第41図剥皮丸太の円盤に現われた腐朽の状況

(昭.29. 6 月設置， 5 ヵ月目，根利〉

a , b, C, d はおのおの木口より 10， 20, 30, 65 
・cm の位置からとった円盤， 1 :無処理， U : PCP 

5% ・ BHC2%乳剤。

におさえられていることがわかった。

この試験は，プナ丸太の樹皮が元来防菌的にたよ

りにならない上に，穿孔虫につごうのよい足がかり

となるので，これを除去してしまえばかえって乾燥

を早め，かつ菌の侵入に好適な水分をもすみやかに

除去することができるので，それまでの間を薬剤で

保護することにするならば，薬剤の効果は著しく向

上するのではないか，というところにねらいがあっ

たのであるが，材の変色の色調が意外に濃厚でかつ

はやかったために，変色を問題にする以上よい方法

ではないと結論せざるを得なかった。しかし，その

丸太材はきわめて短期間に，辺材と偽心材とが判別

できないまでに変色しただけで，材の強度その他の
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物HR的性質にはほとんど異状がなかったようであるから，木材々料特にパノレフ。用材lなどにはほとんど変わり

なく新鮮材と同じように利用しうるものと思われるつ

この試験の結果は，われわれが全く予期しなかった考察資料を提供してくれた。すなわち，前に初年度の

「尻平Jl IJ の結果が，イ也の試験地とくらべて特異性があったことについて述べたが，これに対する解決のカ

ギが与えられたものと考えられるゥここでは，丸太を管流しによって運んだため，樹皮が少ないものでも半

分以上，はなはだしいものはほとんどけずりとられていたものが多かった。その結果，第 3 年度の剥皮材に

よる試験と同じような結果をもたらしたものと判断されるつしたがって，変色の進行はすみやかで、あったに

もかかわらず， 6 ヵ月目の腐朽についての観察では，ほとんど同じような環境であると考えられた「松草J

の結果と比較しても，むしろ帯線などが割合に少なく，防菌的には必ずしも劣るもので、はなかった。

iii) 試験地の環境と薬剤処浬の効果との関係

プナ丸太に対する薬剤処理の効果に重大な影響があると忠われるものの 1 つに，試験地の局地的気象の問

題があるっ今回の試験は，この問題に対して全然計画をもたなかったので，偶然得られた結果として一応考

察するにとどめるつ

初年度の「戸倉AJ の結果は， 3試験のうち外観が最も悪かったのに反して，製材の結果変色については

最もよかった。すなわち，無処理区では，木口に多量の粘質物がつき(おそらく，パクテリアか酵母のコロ

ニーであろう)，変色菌の着生も著しかったのであるが， 材質の変色は前述のようにきわめて少なかったっ

この粘質物は他の処理材についても少しはみられ， 10月以降は乾燥して自然に剥離してしまった。こうした

ことが，この結果をよくした原因と思われるが，このような現象は，夏季の高温で乾燥する時期に，樹陰で

ある上にササがしげり， うっぺい状態がつづいて，丸太がほとんど乾燥しなかったためにおこったものであ

ろう。こうした湿気の多いうっぺい地が，無処理の丸太についても同じような結果をもたらすとは考えられ

ないけれども(試験以外の同時期の伐倒丸太の場合は， かえって著しい変色がおこっていた)，丸太の乾燥

が著しくおくれるために，薬剤処理を行なえば，防除効果は著しく高められるものと考えられる。このこと

については，矢沢ら 52) が名古屋営林局管内で， 4 つの異なった環境条件をえらんで(1.日あたりよく風と

おし良， 2. 日あたりよく風とおし亦良， 3. 日陰で風とおし良， 4. 日陰で風とおし不良〉行なっているが，

その結果によると，日陰で風とおしの悪い湿気の多いうっぺい地が，他の 3 ヵ所に比ぺてきわめで良好な防

除効果をあげていることを示している。これがまた，われわれの場合とよく符合するものと思われる。した

がって，このような丸太の置場所と薬剤処理の効果との関係は，はなはだ興味ある問題であるとともに，実

用的にもきわめて重要な意義をもつものであると考えられる。

iv) 育変に対する薬剤の防除効果

前章で述べたようにプナに関する青変は，今まであまり問題にされていなかった。ところが，われわれが

千子なった試験の結果によると，青変が意外に多いのにおどろかされた。ただ褐変にくらべて"明りようにな

ってくるのがはるかにおくれ，腐朽と重なってくるために，一般にはあまり眼につかなかったのかもしれな

七、。

例を，昭和29年度の「根利J- の場合にとってみると，第 22 表のとおりで， 5 , 6 , 7 月にそれぞれ散布処

理した丸太を 9 月に調査したものである。これによると無処理区の場合は，伐採玉切後満 2 ヵ月目で全部に

青変がはL、ってきてし、る。薬剤散布をしたものは， 2 ヵ月まではほぼよいが， 3 ヵ月以降になると 3 分の 2

〈丸太 3 本のうち 2 本とし、う意味)ははいってきている。しかし，薬液の濃度を高めるか，被膜剤に防菌剤
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第 22 表 散布処理丸太材の青変 第 23 表 木口防菌を行なつ存宅木材，~責変
昭和28年 9 月測定(戸倉 B) 昭和28年 9 月測定(戸倉B)

薬剤名 1 {4用車 lSFPE|滑車 薬剤名 18PFZlLP津島
PCP5%・BHC(T) 2% 
白灯油溶液

PCP5%・BHC(T) 2% 
乳剤

+十

十+

Na-Pep 5M-BHC(T)| ア++
2%乳剤

Na-PCP 5 % .BHC(T) 
1%手L剤

クレオソート泊30% ・
BHC(T) 2%乳剤

無処理

十+

十

十

十+ 十

十十

+十十 | 十+十

を混合した木口塗布剤で木口処理を施すと，第23表に示す

ように，青変は全くはし、らなくなる。ただし，濃度が低い

か，被膜剤のみで防菌剤jの混合されない木口塗布剤の場合

Na-PCP20%水溶液

PCP20%松根油溶液

Na-PCP5 %水溶液

PCP5%を含む石炭
酸樹脂

石炭酸樹脂

PCP5%松根油溶液

PCP2%を含む石炭
酸樹脂

バラーフイソ50%ベソ
ゾール溶液

水ガラス

銅塩を含む市販の船
底塗料

北島 18 号

無処理

のうち，膜に割れ目のはいりやすいものは，やはり青変の侵入は避けられなかった。

十

十++

+++ +十+

以上のように，青変は木材の品質に及ぼす影響は大きいが，薬剤による防除は褐変よりはるかに容易であ

る。それは，菌体内に生産される色素による着色であるために，単に防菌だけで解決されるからである。し

かし石炭酸系樹脂に PCP の混合されたものを用いると，菌によるよりもやや明るい色の青変のおこること

がある。これは木口のきわめて浅い部分にだけおこるものであり，あまり進展もしないので，大きい問題に

なるとは考えられない。

目 -3 薬剤!の木口塗布による防除試験

木口塗布法は，褐変菌防除の目的で，かつて北島 25) によって詳細に研究され， 夏季用には北島18号，冬

季用には北島24号の効果が顕著であると報告されている。諸外国においてもェγfコートは古くから行なわ

れ，最近に至って SCI-I EFFER および ZABEL 45) は，プ伊ナ丸太自身の l性質に基づく，散布法ではおおいがた

レ木口割れのような欠点を補う方法として，アスブアノレトまたはグロスオイルでエンドコートを行なえば，

効果が顕著であることを報じている。

われわれは，薬剤の散布による防菌効果には，おのずから限度のあることを初年度の試験から想定した。

そこで，木口から侵入する菌の防除を，前章で述べたような散布法の欠点を補うとし、う立場で考えるこ主の

必要を痛感し，昭和 28 年および 29 年の 2 ヵ年間，木口塗布法についての試験を，散布法と並行して行なっ

た。試験地は散布i去の試験と同じく 28 年には「戸倉BJ. 29年には「根手IJJ とした。

目 -3-1 昭和 28 年度の試験

i ) 試験区の設定

(イ〉 試験丸太
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散布法の試験に用し、たものと全く同じものを用い， 1 区 9 本を 1 本ならぺとした、

(ロ〉 薬剤処理

- 69 ー

薬剤は第24表に示すものを用い，その種類によりハケまたヘラで， í.JIJに量を決めず，完全に木口がおおい

つくされ，しかもできるだけ厚い膜をつくるように塗布した。この繰作を 2 回以上くりかえすことによっ

て，牒がさらに完全になるものでは， 2"-' 3 回塗布をくりかえした。この丸太は同時に，樹皮郎に対して

7-BHC の 1%乳剤を散布して防虫を行なった。

ペイント型

(牒による機械的

な防箇を主とし，

これを防菌剤で補

強したもの〉

オスモーズ型

菌のも(浸防をの菌主潤> 剤左にしよ菌る剤防をよ防くした

(ハ〉 試験区

第 24 表 木口防ー菌剤 (昭和 28 年〉

考薬 剤 備

PCP 2, 5， 10%を含む叩レロ叶明日総 1 %!fL剤蜘以下同

PCP 2, 5, 10 酸9樹5 脂を含む，および全く I メタノールで希釈 硬化剤加用
含まない石炭

PCP 5 %を含む塩化ピニーノレ |顔科加用せず。

震ナプテートおよび亜酸伽含む市|
の船底塗料

PCP 5 %を含む尿素樹脂 |ケイソウ土加用。

北島 18 号 |グ山刊10.0 国松脂石48綿0末 変性ア
ノレコーノレ26.0， 消石灰4.0， 15m?RI0.5 

問 5%を含む市販の白色ペイント l 
水ガラス |そのまま使用。
パラフィソ50%溶液 |ベンゾーノレ溶液。

Na-PCP を主剤とするもの 1 7l 1:l イ γおよび山ウ土加用。
弗化ソータおよびジニトロブエノーノレ

ff " (F D)を主剤とするもの

各薬剤ごとに 1 区を設け，無処理区は散布i去のものを共用した。試験区は 6 ， 7 および 8 月の 3 阿設定

し， 6 , 7 月はペイント型を主とし， 8 月はオスモーズ型とペイント型を主として設定した。

〈ニ〉 調査の方法

調査は全く散布法の場合と同じで，抽出後は残りの丸太を整理し，上下の位置はいつも一定になるように

した。なお，観察事項としては，膜の状態，その厚き等も加えて行なった。

ii) 試験の結果および考察

(イ) 6 月設置

6 月に設置したものは，酢酸セノレローズの溶液に PCP を混じたもの，石炭酸樹脂の溶液に PCP を混じ

たものおよび北島 18 号で，その結果は第 42 図に示すとおりである。

a) 酢酸セノレローズ系統

酢酸セノレローズは，アセトン溶液として用いたが，少し濃度が高すぎ， rノピ」があまりよくなかった。

しかし，乾燥した木口には割合によくっき，膜の厚みが足りなかっただけで，木口はほぼ完全におおうこと
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第 42 図 木口よりの変色の深さ(木口だけの防菌試験，昭.28. 6 月設置3 戸倉B)

8 月， 9 月， 10月は調査した月， L: 無処浬， n : PCP2 %を含む酢酸セノレ戸ーズ溶液， 目: PCP 

5%を含む酢酸セノレローズ溶液， lV :PCP10%を含む酢酸セノレローズ溶液， V :石炭酸樹脂だけ，
VI : PCP2 %を含む石炭酸樹腸， Vll: PCP 5 %を含む石炭酸樹脂， VlII: PCP lO%を含む石炭酸樹
脂， LX: 北島18号薬。

ができた。この処理材の変色状況をみると， '2 ヵ月で PCP10% のものはほとんど変色がみられなかった

が 3 ヵ月目， 4 ヵ月目は他の濃度のものとともに，無処理区とほとんど変わりない状態になうてしまっ

た。一方，膜の状態をみると， 2 ヵ月目には肉眼的にほぼ完全で、あったけれども，すでに乾燥して割合にも

ろく，破れやすくなっていたほか，ノレーベで、のぞくと，微細な穴のようなすき聞が全面にみられた。‘こうし

たことが， 2 ヵ月以降の結果に現われたものと思われ，変色の深さは 2 ヵ l月固には無処理と比べて 10cm の，

差があったものが，次の 1 ヵ月で完全に差がなくなり，無処理と同じようになってしまった。これと同じよ

うなことが ZYCHA58) により，防菌剤を入れた下塗々料について論議され，膜がよくてもうすいものは実

験室ではよい結果を示すかもしれないが，野外ではきずっきやすく，実験室と同等の効果を期待することは

危険であるとされており，われわれの結果がそれを裏付ける一例となったわけで、ある。

b) 石炭酸樹脂系統

ここで試験したものは全部硬化剤を入れたもので，混合した直後，ほとんど粘度が変化しない聞に I回だ

け塗ったものである。これは，木口にはっきもよく，また「ノピ」 ι ょがづたので、あるが，で、き上った硬化

後の膜は，われわれの予想を裏切り，薬液の大部分が木口から内部にしみ込み，外部にのこって膜として木

口を完全におおうものはほとんどなかった。その結果木口を硬化させ，かえって無処理よりも乾燥による細

かい割れ目を多数つくることになってしまった。したがって丸太の変色についても，ほとんど無処理と同じ

結果を示すことになった。ただ PCP をいれないものが，最初の 2"-'3 ヵ月間よかったのは，粘度が上って

から塗ったためtこ膜がよかったためであるが，粘度が上りすぎていて木口面へのつきが悪く，後に大きくき

裂がはいったために 4 ヵ月目は急に悪くなったものと思われる。このζ とは，木口割れがL 、けないと同じよ

うに，たとえ防菌剤がはいっていても， Iヒピ」のはいるような膜は，やはりたよりにならないものである

ことを知らしてくれた。

c) 北島 18 号

北島18号は，北島氏の報告のようにわれわれの試験でもきわめてよい結果を示しており，変色を，無処理

の 4 分の l ないし 7 分の l におさえていた。しかしながら，塗布はきわめて困難で，常に熱を加えて凝固し

ないようにしなければならず，加熱によってメタノーノレがだんだん失われ，いよいよ凝固の早さを増すとい

うことで，でき上った膜はきわめてでこぼこであって厚薄がはなはだしかった。それにもかかわらず，膜は
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長く弾力をもちつづけ，割合柔軟で木口への着きもよく，試験の期間中〈約 4 ヵ月)，最初の状態が保たれて

L 、Tこ。

(ロ) 7 月設置

7 月には主と Lて強じんで，ある程度弾力のある膜をつく，ることができるものという条件で，銅を含む市

販の船底塗料および硬化性の石炭酸樹脂をえらび，さらに水ガラス，パラフィン等をも加えたハ

この結果は第 43 図のようで， 3 ヵ月目には， 無処理材の変色が 35 cm で・あったのに対して， 処理材では

5 ~15 cm にとどまり，防菌剤のはい
cm 

っていないバラフィンが割合よい数 弘
Eコ q月1m 10月

値を示していた。水ガラスは薬剤に

よる変色がはなはだしかった， PCP 

。

111 'IV V W 明|

5%を含む石炭酸樹脂は最もよい結

果を示しているが，これは 3 回塗し

て仕上げ，割れないよい膜がで・きた

ためで，後に膜の厚さを測定してみ

たところ平均 0.3mm あり，強じん

で木口によく密着していた。船底塗

第 43 図 木口よりの変色の深さ

(木口だけの防菌試験，昭.28. 7 月設置，戸倉 B)
9 月， 10月は調査した月 [ :無処理， ll: 水ガラス，目:パラ
フインの50%溶液， IV: ナフテン酸銅を含む塗料， V :亜酸化銅
を含む塗料，羽: PCP5%を含む石炭酸樹脂; Vll: PCP 5 %を含

む水溶性石炭酸樹脂っ

料も銅による着色が考えられるが，ここではあまり顕著でなく， 3 回仕上げで厚さ平均 0.5mm， 強じんで

よく密着していた。

(ハ) 8 月設置

主としてペイント型とオスモーズ型の 2 系統について行な勺たb"~その結果は第44図に示すとおり、で，概し

-・ 10 月

• • 
111 IV V VI vu 

第 44 図 木口よりの変色の深さ
〔木口だけの防菌試験，昭.28.8 月設置，戸倉B)

10月は調査した月， [: Mi処浬， II : Na-PCP 5 %とケイソウ土

を尿素樹脂に混合， IU : FD とケイツウ土の混合物， IV : Na-PCP 
とカゼイン・ケイソウ土の混合物， V: Na-PCP~5%を含む石炭
酸樹脂， Vl: Na-PCP 5 %・ケイソウ土と石炭酸樹脂の混合物，

vll : PCP 5 %を含む白色ペイント。

てペイ、、/ト型よりオスモーズ型がよ

く，オスモーズ型はほとんど変色が

みられなかった。しかしこの結果

は，観察期聞がわずかに 2 ヵ月であ

り， :時期的にもおくれていたため，

結論を出すことはで、きなかった。

iii) 総括

以上 3 固にわたり，約20種の薬剤

によって試験した結果を総合的にみ

て;

まず最初にし、えることは，ベイント型エンドコート剤は，膜が強じんで弾力があり，‘ある程度厚みがあっ

て木口面に密着し，割れ目の全くはいらないとしづ条件をそなえていたものが，よい防菌効果を示していた

ことである。しかし，丸太の木口が無菌的に処理されることは考えられなL、から，これらの条件は，防菌剤

が混合されていることを前提条件とする。オスモーズ型の場合は，ペイント型ほど厳重な条件は必要としな

いが，膜がなるべく長い間木口に残っていることが望ましし、。

つぎにいえることは，オスモ{ズ剤の効果に対して希望がもてるということである。これは，合まれてい

る防菌剤が水によく溶け，著しい浸透を示すものがよく，特に木口から樹皮直下の辺材部分に深えはいるも
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のであれぽ，散布去の欠点を補うのに好適である。こうした期待に，どの程変こたえてくれるかが今後の問

題である。

目 -3-2 昭和 29 年度の試験

前年度の試験の結果から，オスモーズ型の効果に期待をもち，ペイント型についてもあわせて試験を行な

った。

i ) 試験区の設定

薬剤は第25表に示すものを用い， 5 月および6 月の 2 回設置し，試験区は薬剤ごとに各 1 区ずつ，無処理

は 3 区設置し，丸太本数は 1 区 11本とした。その他はすべて前年度および散布法の昭和 29 年度に準じて行

ない，円盤による腐桁の測定，薬剤の浸透状況および材中の菌糸の存否等についても調査したc

第 25 表木口防菌剤

(昭和 29 年〕

薬 剤 備 考

PγCトP5%' NaF 10%を含む市販の白色ベイ I 樹じ皮)。部には BHC(n 1 %乳剤を散布(以下同

'"  白内 町広お山aF 10%を含むピニーノレ塗料|糊と油溶性。
イ NaF 10%を含む市販の油性塗料

、J Na-PCP5 %・ NaF 20%を含む石炭酸樹脂 | 硬化剤加用。メタノーノレ希釈。

ト
PCP5% ・ NaF 10%を含む轟松根油 | アスベスト加用。
NaF 10%を含む回松脂コ -Iv~ ールベースト| ケイソウ土加用。 ‘ 

型 |変用型。はア…トの代わり山ソ吋使北島18号およびその変型

クレオソート油を主剤とするもの |グ山ート20 コー
土20

Na-PCP および NaF を主剤とするもの l MCPIO M50  尿糊5 … 
オ

土 5 ・水20

ス " " 
i Na-PCPIO M50  コール
ソウ土 5 ・水 5

そ

Na-PCP 山間レオソ{ト油を主剤 IMcmM30 クレオソート 15 コー
とするもの ノレタ{ノレ 15 ・ケイソウ土5 ・水200

ズ 弗を化主剤ソーとすダおるまもびのジニト戸プエノ{ノレ (FD) I FD30 ・コーノレターノレ20
型‘

" " I FD30 ・コーノレタール20 ・ケイソウ土 5

" 11 I FD50 ・尿素樹脂15 ・ケイソウ土 5 ・水20

ii) 試験の結果および考察

(イ〕 変色および膜の状況
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i~ 10月まで、の変色測定の結果は第 45 および 46 図に示すとおりで;一般的にいうならば，オスモーズ型より

もベイント型の方が変色が少なく，そのうちでも北島18号は最もよい結果を示していた。しかし，散布法院

よる試験の結果と異なり，変色といっても，色調，濃さなどに種々の相違a 段階があって，各薬剤ごとに一

定の色調と濃さをもち，淡黄褐色から濃赤褐色に至るきわめて幅の広いものが含まれていた。たとえば無処

理は濃赤褐色，北島18号は淡黄褐色であった。このほかPCP を含むものはだし、たい中間の褐色に属し， FD 

系(マレニットのごとく弗化ソーダおよびジニトロブェノーノレを含むもの)オスモーズ剤による処理材は比 J

較的淡色の方に属しており，図によると，変色が相当はいっていることになっているが，材そのものは一様

にきれいに変色しており，きわめて清潔な感じを受けるものであった。

L 膜についての観察によれば，塗布後の外観はオスモーズ型よりペイント型の方がよく，一般に平らでよく

密着していた。これがj椅 3 ヵ月目になると，オスモーズ型のほとんどは，膜が破れ，半分くらいは剥離した

ものが出てきており，中には膜が全くなくなっているものもあった。ペイント型はオスモーズ型よりよかっ

crn 
100 

50 

第 45 図

-・ 7fl ~ ö同 Eコ 10 月

木口よりの変色の深さ

(昭.29. 5 月設置，根利〕

II ]1 II'l y!/ 

7 月， 8 月， 10 月は調査した月， [:無処理， n : PCP 5 % • NaF 10 %を含む白色ペイント， m 

: PCP 5 % • NaF 10%を含むビニール塗料(油溶性)， IV : PCP 5 %・ NaF10%を含むビニーノレ塗

料(水溶性)， V: PCP 10% ・ NaF20% を含む石炭致樹指， VI: PCP 5 % • NaF 109百・アスペ

スト 5%を含む重松根油， vn: 北島18号薬(アスベストの代りにケイソワ土)， VI゚: Na-PCP 10 ・

NaF 50 ・ケイソウ土 5 ・尿素樹脂 5 ・水 20の混合物， 政:クレオソート油 20 ・コーノレターノレ30 ・

ケイソウ土20の混合物， X: Na-PCP 10 ・ NaF 50 ・コーノレターノレ 30 ・ケイソウ土 5 ・水 5 の混合

物， XI :Na-PCP 15 ・ Naf30.，コーノレタール15 ・クレオソート 15 ・ケイソウ土 5 ・ *20の混合物，

xn : FD30 ・コーノレターノレ20 の瀧合物， Xl゚: FD 30 ・コーノレタール20 ・ケイソウ土 5 の混合物， XIV

:FD50 ・ケイソウ土 5 ・尿素樹脂15 ・水 20 の混合物， XV: NaF10 ・コーノレターノレ 50 ・国松脂 30

.ケイソウ土10の混合物。
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たが，やはりコーノレターノレのはいったものは割れ目がはいり，剥離した部分が生じ，最後まで践の完全であ

ったものは北島18号， PCP および弗化ソーダを含む白色ペイント， PCP および弗化ソーダ、を含む重松根油

塗料の 3 種だけであった。後の 3 者iは，変色も淡色に属していたが，コ{ノレターノレのはいったものは概して

濃色に属していたことは，膜が剥離していながらも淡色だった FD ，系オスモーズ剤とは大分おもむきを異

にしていた。

〔ロ〉 腐朽の状況

11月には，前に述べたような円盤による測定を行なった。その結果は第 47 および 48 図のとおりである。

cm 
101 

50 

。
• 
I 

第 46 図

仁二コ B貝 ~ IOF! 

一甘v ,' vl W 

木口よりの変色の深さ

(昭.29. 6 月設置，根手IJ)

8 月， 10月は調査した月， • 1 :無処理， II : PCP5% ・ NaF.10%を含む白色ペイント， 目: PCP 

5%' NaF10%を含むピニール塗料(水溶性)， N: PCP5%' NaF10%を含むピニーノレ塗料(油

溶性)， V : PCP10% ・ NaF10 %を含む石炭酸樹脂， VI: PCP 5% ・ NaF10% ・アスベスト 5%

を含む重松根油， V1I:北島 18号薬(アスベストの代りにケノf ソウ土)， v皿:北島 18号薬， XI : Naｭ

PCP10 ・ NaF50 ・ケイソウ土 5 ・尿素樹脂 5 ・水20 の混合物， X: NaF ・亜酸化銅を含む塗料，

M:;ク νオソ{十 20 ・コーノレタール30 ・ケイソウ土 20 の混合物， Xll: N�-PCP 15 ・ NaF30 ・コー

ノレターノレ 15 ・グレオソ{ト 15 ・ケイソウ土 5 ・水20 の混合物，‘澗 ':.FD30 ・ 0コ)ノレターノレ 20 の混

合物， 苅v ~ FD'30 ・コ{ノレターノレ20 ・ケイソウ土 5 の混合物， XV.:FD50 ・尿素樹脂15 ・ケイソウ

土 5 ・水20の混合物，間: NaF 10 ・コールターノレ50 ・周松脂30 ・ケイソウ土10の混合物。



-・~朽 lWÆl変色 亡コ iさ全

Z 
旧日

50 

。

とと三_9. ~よ~ とよ~ とよ~ Q. bc Cl.. とよ~ とと5-9- .::_とこ d
11 111 IV V VI VII VIII 

第 47 図 円盤に現われた腐朽，変色および健全部分の回積の比率(昭.29. 5 月設置， 6 ヵ月日，根利)
a , b, c , d はおのおの木口より 10， 20, 30, .65 cm の位置の円盤， 1 :無処l]l， ﾟ : Na-PCP 5 % • NaF10%を含む白色ペイン
ト， 1゚: PCP 5% ・ NaF10%を含む油性ピニーノレ塗料， IV: PCP10% ・ NaF20%を含む石炭酸樹脂， V: PCP 5 % • NaF 10% 

・アスベスト 5%を含む重松根油， VI: 北島 18号薬(アスベストの代りにケイソウ土)， V゚: FD 30 ・コーノレタール20 ・ケイソウ
土 5 の混合物， Vl゚: FD 50 ・尿素樹脂15 ・ケイソウ土 5 ・水20の混合物。
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第 48 rRl 同様に現われた腐朽，変色および健全部分の間積の比率(昭.29. 6 月設置， 5 ヵ月目，恨手1]) , 
a , b, c , d はおのおの木口から10， 20, 30, 65 cmの位置の円盤， I :無処現， n :Na-PCP5%・ NFa 10%を含む白色ペイント， I゚ :PCP 5 % • NaF 10%を含
む油性ピニーノレ塗料， IV : PCP 10%, NaF 20 %を含む石炭酸樹脂， V : PCP5 %・ NaF10% ・アスベスト 5%を含む重松根泊，- VI :北島18号薬， V゚: NaF ・亜酸
化銅を含む塗料， VI゚: Na-PCPlO・ NaF 50 ・ケイソウ土 5 ・尿素樹脂 5 ・水20の混合物， IX ，:クレオソート泊 :20.. コーノレターノレ 30 ・ケイソウ土20の混合物，
X : FD 30 ・コーノレターノレ20の混合物， 沼: FD30 ・コーノレタ{ノレ20 ・ケイソウ土 5 の混合物， xn: FD 50 ・尿素樹脈 15 ・ケイソウ土 5 ・水 5 の混合物， XI゚ ~北
島18号薬(アスベストの代りにケイソウ土)， XiV: NaF 10 ・コーノレタール 50 ・固松脂 30 ・ケイソウ土 10の混合物。
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とれによると， 5 月設置区には腐朽のはいっていないものは i つもなかったがi 無処理区が丸太の中央にお

いてすでに 50%以上腐朽ーしていたのに対して，処理区は木口でも 50%を越すものは少なく， 7"'30%の範

囲内にあった。このよう、な 6 ヵ月日の腐朽状況では，北島18号は第 1 位になることはできず，ペイント型に

2 種，オスモーズ型に 1 種，いずれも北島18号をしのぐものがあった。この 3 種はいずれも，変色の深さで

は北島18号より悪い数値を示していたものである。

6 月設置区では無処理区の腐朽も少なかったが，処理区にはほとんど健全に近いもの，変色はあったが腐

朽のほとんどないもの等が，ペイ γ ト型とオスモーズ型におのおの 2 種あり，北島18号はあまりよい方では

なかった。この 2 種ずつ合計 4 慢については，良いということの実態が異なり，ペイ γ ト型では，樹皮が割

れたりはげたりしてくると(主として丸太の上面) , この部分から腐朽のはいるのが常で，よい結果を示し

ているものは同時に樹皮ゐ完全なものであったが(白色ペイントおよび重松根油がそれでるる)， オスモー

ズ型の場合は， 樹皮がはげたものでありながら腐朽のはいらないものが多く (FD 系がそれである)， この

場合の薬剤は樹皮直下の辺材部分にそって深く浸透するもののようである。ここで変色の測定と同時に測定

した，弗化ソーダの浸透状況を売ると ， 3Q_cm が普通で，最も深いものでは 60cm に達したものがあった。

菌糸もこのような深部からf1検肖されなかった。

(ハ)考察，

以上変色と腐朽の測定の結果をみると，散布法の場合と異なって，変色と腐朽とが必ずしも並行関係には

なく，かえって変色のはやかったもののうちに腐朽の少ないものが多かった。腐朽の少なかったものの変色

は，色調がうすかったとはいえ，変色を問題にする以上それが有用性を左右する直接の条件となるから，有

用性の大小を判定することはなかなかむずかしL、。これは，後に述べるように，変色をどのように扱い，ど

こでどのように解決していくかということで決められるものと思う。

目 -3ー3 2 ヵ年聞の結果に対する零察および論議

以上 2 ヵ年間の経過を総括し，変色と腐朽の面から木口塗布i去を検討してゆくと，ペイント型のものを用

いた場合には，弾力ある強聞な膜をつくるものであれば(最もよかった 2"'3 のもの)， ある程度は散布処

理をしたもの以上に効果をあげることができるけれどもp やはりこれにも，散布法の欠点であった樹皮直下

の辺材の〔樹皮の割れ目または剥離したところからの〉菌の侵入に対しては，十分な防除効果を発揮するこ

とができず，樹皮の防菌力にたよらなければならないとしづ短所がなお残っていることを認めなければなら

第 26 表 円盤に現われた腐朽のうち木口からでなく上回の樹皮下ょう侵入した

と判定される腐朽(北島18号の例〉 昭和 29 年(根利)

設置月と薬剤名|木口からの距離|関与.~~撃の全面ぢ|藷謀寄与2iiF腐朽;
I C仰l I ノn I 

10 24.24 19.71 

5 月 設 置 20 18.95 10.47 

1ヒ 島 18 号 30 9.19 6.61 

65(中央〕 10.10 10.10 

10 34.78 22.41 

6 月 設 置 20 22.41 12.06 

北 島 18 号 30 20. 18 12.07 

65(中央) 9.98 。
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ないっ1 すなわち，北島u3号に例をとれば，変色防止では常によい結果を示していたにもかかわらず，腐朽防

止の点については第 26 表に示すように上面からはいった腐朽が，丸太の木口であると中央であるとに関係

なく多く，あまりよい結果を示さなかったことが円盤による調査でわかり，しかも腐朽のはいった上面の樹

皮は，試験設定後 4 ヵ月目で割れ目がはいってうき上り，全然防菌的な役割を果たしていなかったことか

ら，当然でてくる結論である。ところが，オスモーズ型を用いた場合には，多少の薬剤による変色を伴うけ

れども，膜に対してはベイント型ほどの条件を必要とせず，かつ樹皮の華IJ離がおこっていながら，なお十分

腐朽防止に役だっていたことから(最もよかった 2"'3 のもの)，“防菌的には散布法の欠点を大部分補いう

るのではないか"との期待をもつことができる c しかしながら，これは長さ 1. 3m の丸太による結果なの

で， 2"'4m とし、う実際の丸太に応用して，なおこれだけの効果をあげうるかどうかについては疑点が残

る。すなわちそれは， 1"'2m の薬剤の浸透が，短時日のうちに行なわれるかどうかにかかることで，もし

もそれができないとなれば，被害の多少に差こそあれ，理論的には前者の例の北島 18号などと同じ結果に

なり，ペイント型の欠点をなお保有していることになる。しかし， 2 ヵ年間の資料では，この点について何

もいうことはできないので，今後の研究にまつほかはない。

町一3-4 薬剤の散布法および木ロ塗布法を通じての諸問題

薬剤の全面散布法と，その短所を補う方法として考えられた薬剤の木口塗布法について， 3 ヵ年間野外試

験を行なってきたなかから生れた種々の問題のうち，最も重要と恩われるものは，薬剤の効力判定の対象と

なった変色すなわち褐変と，褐変防止の困難さから必然的な要求となった，木口からの防菌法の有用性の問

題であるつ

i ) プナ丸太材に現われる褐変

試験設定後 2"'5 ヵ月間における，薬剤処理効果の判定は，最も早く現われる変色，特に青変よりはるか

に早い褐変を対象として，その深さを測定することによっておこなってきた。しかし，単に変色といっても

その原因は複雑で，とくに褐変に関してはたとえ防菌が完全に行なわれたとしても，それだけでは解決され

ない問題である。すなわち，薬剤による変色があり.乾燥に伴う含有成分の空気酸化の問題がなお残され

る。したがって，褐変の状態をもって，薬剤jの防菌効果を判定する尺度にすることは，必ずしも適当ではな

し、。

ところが一方において，プナ板材の日本農林規格および輸出用製品の規格によると，特に変色について細

かし、規定を設け，それを等級づけの条件のーっとしているという，変色を問題にした公の実例があり，また

他方においては，プナ生材の辺材部は，実にきれいな色合をしていながら，きわめて簡単なことで(たとえ

ば，割って空気にふれさせる〉褐色に変色してしまう，という現実の問題がある。だから，変色に対して神

経質になり，変色の問題を重要視するのは当然のことであって，現段階ではやはり，変色(一切を含めて)

を，薬剤効果の判定の一つの基準として，しばらく残しておくことが必要であろう。したがって，選ばれる

薬剤も，化学的な変色をおこさないものでなければならないが，われわれの試験においては，まだこの点に

解決を与えていないc

しかしながら，幸いにして将来，薬剤による変色が解決しても，プナ材はそれが生材であるかぎり，程度

には多少の差こそあるが，製背後の乾燥中ぐ従来行なわれているような天然および人工乾燥〉にも，ほとん

ど不可避的な変色がおこるもので(水中貯木をしたものは特に著しい)， 首尾よく製材前の丸太の変色が防

げても，製材後の変色防止が解決されなければ，結果的には丸太のうちに変色したのと全く同じことになっ
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て，丸太時代の労苦が水のあわになる。したがって，生材木来の色を，以後変色をおこす心配のなν、乾燥材

にまで持ってゆくためには，乾燥中の変色防止をも，あわせて解決しなければならない。

したがって，われわれが今後に望むことは，変色の要因を解析し，防菌と変色防止とをはっきり区別し

て，両者を別々に解決することである。しかも，菌によらない変色の同題といえども，われわれのように

「ナマ」のプナ丸太を扱うものにとっては，上述のようにきわめて重大な関連がある上に，特に薬剤による

変色の問題にも直結するので，そうした立場において，われわれの直接の問題は，われわれの手で解決した

いと考えているのこれらの変色防止の問題は，諸外国においても未解決のものであり，解析も完全に行なわ

れているものは少ないのが現状である 27) 44) 50)0 

そこでわれわれは，われわれとは別に，乾燥材をつくるものまたは乾燥材を扱うものにおいても，そのお

のおのの立場において，変色または変色材に対する対策または処理法を確立するための研究が，直ちに取り

上げられることを望んでやまない。

ii) 木口塗布法に関する問題

ここでは，散布法で防菌防虫処理をした丸太に対し，さらに散布i去の短所を補う方法として，木口塗布法

を併用する場合について論ずることにする。

木口塗布剤のうちペイント型は，すでに明らかにされたぷうに，樹皮が健全な聞は変色も少なく，腐朽を

十分おさえうるのであるが，樹皮がし、たみはじめると急速に腐朽がはいってくる。オスモーズ型で，成績の

よくなかったものは，けっきょくベイ γ ト型と同じような結果になったが，成績のよいものについては，樹

皮がいたんでも腐朽をほぼ完全におさえることができた。もっとも後の場合では，淡色とはいえ，変色の現

われるのは早く， 2 ヵ月目ですでにほぼ全面変色がみられた。

このように防菌的に特徴のある 2 つめ型があるとき，散布法の短所を補う方法としてどちらをえらんだら

よいかということである。これをえらぶ態度には 2 つの立場がある。すなわち，変色を重視するか，腐朽を

重視するかである。ここで，もしわれわれにえらぶことを任されるならば，われわれは，腐朽防止にいくら

かでも役だつで、あろうオスモーズ型をとるであろう。しかしオスモーズ型は，また完全に事業に応用できる

形になっていなし~したがって，事業的に直ちに応用できるよう，その処理法を機械化する必要がある。そ

して機械化されうる方法と，それによった場合の有効期間は，ともに今後において検討され，決定される問

題である。

ところが現段階ではやはり“変色を防止することの方が先決である"ということであれば，当然ペイソト

型を採用することになり，樹皮の保護を(ながく防菌的な役割を果たしうるように，直言すれば乾燥を防い

でながく「ナマ」の状態を保ちうるようにする)別に考えなければならない。すなわち，ベイ γ ト型による

ェ γ ドコートを，散布処理と同時に行なった場合で『も，腐朽から見た有効期間の延長は，恒常的に期待でき

なし、から，やはり処理後 6 ヵ月ぐらいを限度として，製材されてしまうように計画されねばならないが，こ

れ以上効果の延長を計るfこめには，環境条件でこの短所をおさえてゆくよりほかに，差しあたって解決しう

るような方法はないようである。

目 -4 その他の防除試験

I゚-4-1 立木注入によあ防除試験

立木に薬剤を注入する方法は，従来，樹病の内科的な治療法として用いられ，主として硫酸銅溶液の注入
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が行なわれていたもので，防腐j去主してはむしろ完全防腐に近く，最近は溶液の代わりに結晶を用い，流動

する樹液にとかして注入することも行なわれている57)ごしたがって，プナ丸太の防薗法としては，作業がや

や複雑なきらいがあり，かつ費用も相当かさんでくるものと恩われるっそこで

層部にのみ薬剤の注入を行なって，樹皮方向からの菌の侵入を防止することに主根をおき，さらに溶液を結

晶に変え，あるいは方法を簡易化することによって利用の可能性もでてくるのではなL、かとの考えから，溶

液および結品による注入試験を行なったσ

i )一 試験区の設定

この試験は，昭和27年度だけ行なわれ， 7 月 10 日に， r戸倉AJ および「戸倉BJ に隣接するプナ天然林

内ではじめられた。

〔イ〉 試験用薬剤

溶液および結品の 2 つの形で、用い，溶液は，硫酸銅 2%水溶液および亙枇酸ソーダ 0.2% 水溶液の 2 種，

結晶は，硫酸銅，亜枇酸ソーダおよび Na-PCP の 3 種であった。

(ロ〉 試験用立木

試験木は，樹冠の形の似た，健全と思われるものから選ぴ，各薬剤ごとに 3 本を用いた。太さはそろえる

ことができず，胸高直径 25"--41 cm， 樹高はだいたい 20m 前後であった。

(ハ〉 注入の方法

溶液の場合は地上 30"--100 cm の樹幹部に，第 49 図

に示すような注入装置を施して，薬剤が鋸目の深さ

(3 ,,-- 5 c明)に，樹皮直下の辺材に注入されることを

期待し，胸高直径 25"--37 cm のものに対し，全部同じ

ように 401 あてを注入した。

注入問。者三 H主

(落差をつける)

樹幹

告書目
(切込みト5C"，)

マ考/、タ・

(固4つめ.)結晶の場合は第 50 図のように，地上 30"--100cm の

樹幹に最初は平らに 3 "--5cm の鋸日を入れ， この深

さに上方から斜めにけずりとり，このけずり取った部

分に薬剤をつめこみ，これが樹液によって溶解され， 第49図溶液による立木注入の方法

切り取った深さの辺材に上昇注入されることを期待したっ薬剤の量は

太さに関係なく，おのおの 1 木あたり Na-PCPO. 5 kg， 亜枇酸ソーダ

0.3 kg， 硫酸銅 0.5 kg を，礁を含む火山灰土の山土とねり合わせてつ

め，上からコケとクマザサの葉とでおおい，なわでしばっておいた。

(ニ〕 調査の方法

溶液の場合は20時間後，結晶の場合は 1 ヵ月後に伐倒し，玉切って

注入された状況を調査し，調査の終わったものはそのまま林内に放置

して，一定期間ごとに菌および穿孔虫の侵入状態を観察していった。

ii) 試験の結果および考察

〔イ) 溶液による注入の場合

溶液の注入状況についてみると，注入の当日は曇天でときどき小

雨，気温は最高 19.5 'C，最低 14.0 'c と L 、う比較的悪い条件であっ

樹幹

←ヨ苛で向I~

鋸1'f刀s
(3-500) 

第50図結品または国体のまま

で立木注入をする方法
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たにもがかわらず" \，可くらかの風があったーためか，両者とも割合容易r注だされ"翌朝lまーで(約20時間〉私
市寸 ・ 話

401 が完全に注入されていた。その後直ちに伐倒し，長さ 2m の丸太をつくり，硫酸銅については， 30cm 

ごとに分析試料をとり，銅の定量を行なったところ，第51図に示すような濃度の分布を示していた。どの図

は，立木の胸高直径 24cm， 樹高 18'm， 硫

酸銅の上昇最高位地上 9m 弱，切込みの深
蘭

さ 3 cm に対して， 注入された部位は樹皮

下 2 ""4 cm のリング状，とし、う試験木が
値的平、，

ナ
'
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示した濃度分布である。なお図でもわかる

ように，注入部位から下にも流入してお

り，これは，注入条件，環境条件および時

期等のいかんにかかわらず，大なり小なり

必ず現われる現象である。

注入された硫酸銅の濃度は，このプナの

比重にもとづいて計算した平均孔隙量63%

3 4 5 6 7 8 9 JO rn 

格t ~ 

第51図 ブナ立木注入材の硫酸銅の濃度分布
(昭. 27，戸倉A)

濃度は木材の絶乾重量に対する CuSO，. 5H，O の

重量比で表わした。

から考えると， 2%の溶液で完全に樹液を置換し得たとして1. 2""1. 3%を示すはずであるのに，樹高 8mま

での平均が 0.87%であって，根部からの上昇水約 30%が加わって希釈され，それが上昇分布したものとの

解釈がなりだっ。

この注入分布される濃度は，相似の条件の場合，だいたいある幅の中にはいってくるものである。だか

ら，いつごろの時期に，どんな気象条件では，どのような分布状態を示すかということを，実験的に決定し

ておけば，同じ薬剤の注入材について行なった，実験室的な有効濃度から考えて，立木注入に用いる溶液の

濃度を，どのように決定したらいいかがわかつてくるはずである。これについて.著者の 1 人慶野叫が別に

行なった立木注入試験の結果によれば，前年の同じ時期の晴天の日に行なった場合(樹種はホオ)，約 40%

の上昇水で希釈されたことになっているので，この試験における濃度の分布は，やはり一般的な傾向を示し

たものの一つであると考えられる。 ザ

硫酸銅の注入丸太は，そのまま林内に放置し， 3 ヵ月日および 6 ヵ月日に調査してみると，数個の虫孔が

あり(虫名不詳)， 樹皮下の薬剤の注入層を貫いて， 注入されない辺材部まで穿入したものが 1""2 個あっ

た。菌については，写真 5 に示すように，注入されなかった辺材部には著しい変色菌の着生があったにもか

かわらず，注入された部位には全くなしこの状態が満 1 年 4 ヵ月後も変わりなく，写真 6 のようになおつ

づいていた。亜枇酸ソーダは濃度がうすかったためか，写真 7 に示すように，菌害および虫害ともはなはだ

しかった。

硫酸銅や亜政酸ソーダを立木に注入した場合， 穿孔虫の穿入が完全に防止できないことは， 外国におけ

る例57)も同じであり，樹皮部の防虫処理は不可欠である。さらに，辺材の表層部にのみ薬剤の注入を行なっ

て，樹皮方向からの菌の侵入を防止しようとする試みは，今までの報告では，そのようなはっきりした意図

を示したものがないので，その点について論議されたものを見ないが，このように注入されない辺材を偽心

材付近に残している丸太では， この試験が示すように， やはりその部分に対して容易に菌が侵入できるの

で，木口の防菌処理は不可欠である。この場合の木口の防菌は，北島の報告25)でも明らかなように，木口の

全面を対象にして行なわないと目的を達し得ないことがあるから注意を要する。
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写真 6. 硫酸銅を立木注入した
プナ丸太の木口の変色菌の着

生状況

周囲の白い部分が注入部位，

黒い部分が変色菌
(昭.27，戸倉A ， l 年 4 ヵ月後〉

。
。

写真 7. 亜ヒ酸ソーダを立木注入し

たプナ丸太の木口の変色菌の着生

状況

(昭.27，戸倉A ， 3 ヵ月後)

写真 5. 硫酸鍋を立木に注入し
Tこプナ丸太の木口の変色菌の

着生状況
周囲の白い部分が注木部位，

黒い部分が変色菌
(昭.27，戸倉A ， 6 ヵ月後〕

(ロ) 結晶による注入の場合

まず注入期間中の気象条件についてみると，注入期聞は 7 月 10日から 8 月 9 日までの 1 ヵ月で，このうち

晴天が18日，そのほかは曇りときどき小雨，無風の日は 1 日もなかった。しかも，晴天の口といえども夜間

または夕方のにわか雨が多く，雨のない日が 1 ヵ月中わずかに 2 日，雨量は夜間のしう雨が一番多く，最高

37.1 mm, 20mm を越えた日が 5 日あった。気温は，最高が 31. 5 0 C ， 最低 13.00 C で， 日中の最高気温

25.00 C を越した日は 15 日で、あった。このように，割合しう雨の多い一見多湿にみえる気象条件であった

が，風があり，日中の最高気温も割合高< ，薬剤の流失するほどの大雨もなかったので，はなはだしい悪条

件で、あったとは考えられなし、。

このような気象条件のもとにおいて， Na-PCP は，わずかに 60"'100 cm 上昇したのみで，充てん部位に

多量のとけ残りがあり，上昇部位は濃い汚褐色に変色していた。

硫酸銅はほとんど溶けて上昇した模様であるが，分析の結果は上昇部位に銅がなく ， 8m くらいまでの上

昇部位は写真 8 に示すように，やや白色の乾燥状態を示しており，立木のいずれの場所にも銅の存在は確認で

きなかった。しかしながら，充てん部位より外部に流失した形跡もなかった。この場合の丸太は，防菌効果

が認められず，また防虫効果も第27表に示すようにほとんど認められな

かった。

亜ヒ酸ソーダ、は，なおとけ残りがあったにもかかわらず，注入木は全

部一様に枯死し，注入部位が濃褐色に変色していて，丸太全体が異状に

水分の多い感じであったヮこれには，伐倒前にすでに多数の穿孔虫の穿

入がみられ，伐倒直後の調査によると，穿孔数は第28表のようで，こず

えに近い高さ 15 m ， 直径 10cm 以下の校の部分にまで及んでし、た。丸

太にしてから 2 ヵ月後の調査では，第29表のように細い部分にわずかに
写真 8. 結品硫酸銅による立木

虫孔の増加があり，防菌効果も変色菌についてはほとんど認められなぞ ー注入をしたプナ丸太の木口

った。(昭.27，戸倉A)

このような結晶による注入については報告があまりなく，三宅お)によれば，若干の効果があるかに報告さ

れているが，われわれの実験では全くその効果が認められなかったc ただこの方法で興味のあることは，亜
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t 第 27 表 結晶による硫酸銅注入材に対する穿孔虫の穿入状況 1.1 ,. r;て

樹 高ml-zl 虫川
(昭和 27 年，戸倉A)

ヘ|直 z| 虫孔数|れ「長
,,-,0.5 27.0 7.2 9.0,,-, 9.5 17.5 7 2.6 

0.5"-' 1. 0 26.5 6 1.4 9.5"-'10.0 17.5 !.o 3.5 

し 0"-'1. 5 26.0 6 1.5 10. 0"-' 1 O. 5 17.0 3 

1. 5"-'2. 。 25.5 7 1.7 10. 5"-' 11. 0 17.0 9 3. 1 

2.0"-'2.5 25.0 10 2.5 11.0"-'11.5 16.5 9 3.5 

2.5"-'3.0 24.5 3 0.8 11. 5"-' 12. 。 16.5 5 1.9 

3.0"-'3.5 24.0 2 0.5 12.0"-'12.5 16.0 6 2.4 

3.5"-'4.0 23.5 4 1.1 12.5"-'13. 。 18.5 9 3.7 

4.0"-'4.5 23.0 7 1.9 13.0"-'13.5 18.0 3 1.3 

4.5"-'5.0 22.5 12 3.4 13.5"-'14.0 14.5 5 2.2 

5.0"-'5.5 22.0 7 2.0 14.0r~14.5 12.5 5 2.6 

5.5"-'6.0 21. 5 8 2.4 14.5'"'-'15.0 10.5 5 3.0 

6.0"-'6.5 21. 0 3 0.9 15.0"-'15.5 8.5 0.8 

6 , 5"-'7.0 20.5 13 4.0 15.5"-'16.0 7.5 3 2.6 

7.0"-'7.5 19.5 8 2.6 16.0"-'16.5 7.0 0.9 

7.5 ,,-,8.0 19.0 4 1.3 16.5"-'17. 。 7.0 2 1.8 

8.0"-'8.5 18.5 2 0.7 17.0"-'17.5 6.5 。 。

8.5"-'9.0 18.0 • 9 3.2 

〈注) 1. こずえまでなお 3m あり。

2. 穿孔虫の種類はヤチ!J"モナガキクイ，シナノナガキクイ，ショウミヨウキクイで・あったう

第 28 表 結品による llli ヒ駿ソーダ注入材(枯死)の伐倒直後の穿孔虫の穿入状況

(昭和 27 年，戸倉A)

樹 z ド干し数|官官こゑ// 樹 高|直 径|虫孔数|があたりmllEL C'::t I~1u~1 虫孔数

"-'0.3 33.0 5 1.6 11. 0"-'11. 3 16.5 2 1.3 

1. 0"-' 1. 3 31. 0 19 6.5 12.0"-'12.3 16.5 8 5.1 

2.0"-'2.3 30.5 13 4.6 13.0"-'13.3 14.5 3 2.2 

3.0"-'3. 3 30.0 22 7.8 14.0"-'14.3 13.5 8 6.4 

4.0"-'4.3 28.5 16 6.0 15.0"-'15.3 12.0 7 6.1 

5.0"-'5.3 26.0 18 7.4 16.0"-'16.3 11. 0 13 11. 6 

6.0"-'6.3 25.0 12 5.1 17.0"-'17.3 10.5 6 6.1 

7.0"-'7.3 24.5 15 6.5 18.0'"'-'18.3 9.0 10 11. 9 

8.0"-'8.3 21. 5 12 6.0 19.0"-'19.3 8.5 4 5.1 

9.0"-'9.3 20.0 7 3.7 20.0"-'20.3 6.5 2 3.3 

10. 0"-' 10. 3 19.5 14 7.7 21. 0"-'21. 3 4.5 。 。

く注) 1. 穿孔虫の種類はミカドキクイ，ダ、イミヨウキクイ，シナノナガキクイ，ヤチダモナガキクイで，

6"-'7m まではこの 4 種が穿入していたが，それ以上の部分にはダイミヨウキクイ， ミカドキク

イのみ穿入していた。
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第 29 表 結晶による聾ヒ酸ソーダ注入材に対する伐倒後 2 ヵ月目の穿孔虫の穿入状況

(昭和 27 年，戸倉A)

樹 高mHz| 虫孔数|治拡 11 樹 高J 直 z| 虫孔数[~号(こ長
。目 5~\. 0 31. 0 11 2.3 11. 7~12. 2 17.0 16 6.0 

1. 5~2. 0 30.0 16 3.4 12.7"'13.2 15.5 7 2.9 

2. 7~3. 2 29.0 18 4.0 13.7"'14.2 14.0 19 8.6 

3. 7~4. 2 27.5 34 7.8 14. 7~15. 2 12.0 10 5.3 

4.4"-'4.9 26.5 17 4.1 15.7"-'16.2 11.5 19 10.5 

5 目 4"-'5.9 25.0 16 4.0 16.7"-'17.2 9.0 23 16.3 

6.7"-'7.2 24.0 10 2. 7 17.7~18.2 8.5 24 18.0 

7.7"-'8.2 22.0 27 7.8 18. 7~19.2 7.5 29 24.6 

8.7"-'9.2 21. 0 23 7.0 19.7"-'20.2 7.0 13 11.8 

9. 7~10. 2 20.0 13 4.1 20.7"-'21. 2 5.5 9 10.4 

10.0"-'11 目 2 19.5 15 4.9 21. 7~22. 2 4.0 10 15.9 

(注) 1. 調査した材および穿孔虫の種類は第28表と同じ。

2. 調査の位置が第28表より少し上方にずれている。

ヒ酸ソーダの場合，立木が完全に枯死することで，丸太の防腐防虫の方法としてはほとんど価値がないが，

造林上の不要木を除去する場合には利用価値がきわめて高い方法である σ

以上を総合的に考察すると，結品による方法は，方法としては簡便であるが，われわれの用いた薬剤で

は，プナ丸太の防菌防虫法としてはほとんど応用の望みがなく，いくらかでも応用の慣値があるかと思われ

るのは，溶液による方法である。

溶液による方法の大きい特徴は，前述の木口塗布剤中最も有望なものとされたオスモーズ剤でさえも，多

少あやぶまれる樹皮直下の辺材部分の腐朽が，ほとんど完全に防止できることである勺したがって現論的に

は，立木注入したものに防虫剤を散布し，ペイント型の薬剤によってエンドコートを施せば，防菌防虫はほ

とんど完全を期することができるといえる。

目 -4ー2 巻き枯らしに関する獣験

ブナ立木を巻き枯らしてから伐倒したものは，昆虫や薗の侵入に対して抵抗性があると信じている地方が

ある。これは伐倒する 6 ヵ月から 1 ヵ年ぐらい前に，地上 1m前後のところを量IJ皮または切り込んで，樹木

の養分導通を阻止する方法である。この方法を行なうと華IJ皮した下部は殿粉量が減少すると L 、う?さらに，

巻き枯らしを施すと，枯れない場合でも材中水分が減少して材が軽くなると信じている人々がある?この試

験は，これらの関係を検討したものである。

i) 巻き枯らし試験

(イ〉 剥皮による巻き枯らし試験

長野県北安曇郡中土村で，昭和 25 年および昭和 26 年 3"-'4 月に試験の設定をし，昭和26年の 9 月に伐倒

してテストピ{スをつくり，含水量の測定をした。これによると，昭和 25 年設定のものは，水分含量 42. 1 

%，昭和 26 年のものが 41. 3% を示し，対照材の水分含量は 40.8% であって， この点については両者の問

に差がなかった。
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(ロ〕 切り込みによる巻き枯らし試験t

群馬県利恨郡片品村で，昭和 26 年 9 月に試験を設定し，昭和 27 年 7 月伐倒して前のようにして水分含量

を調査したο これによると，巻き枯らしのものが 71. 7 %，対照が 68.6%で，ここでも水分含量て、は両者に

差がなかったほか，虫菌害に関する観察の結果，防虫防菌の両面にも効果が認められなかった。

ii) 結論

以上 2 つの巻き枯らし試験では，秋季の紅葉が少しは早くなったが， 2 年目でも全く枯れる気配がなかっ

たわそのような関係からか，上述のように水分合量には変化がなかったほか，防虫的にも防菌的にもほとん

ど効果がなかったので，これをプナ丸太の防虫防菌に利用することは将来ともおそらく不可能なことであろ

う。

目 -5 摘要

目 -5ー1 薬剤散布による防除試験

昭和27， 28, 29年の 3 ヵ年間にわたって，プナ丸太の菌害(虫害をも含む。以下同じ。)に対する薬剤散布

i去による防除試験を行なった。その目的は，事業的に直ちに応用できる処理法の基準を決定することにあっ

?こ。

昭和27年，すなわち試験第 1 年度は，散布法そのものの有用性の検討と，有効な薬剤の種類を大づかみに

決定することであった。試験に斤jI，、た薬剤は， PCP を主剤として，防虫剤 (BHC および DDT) を混合し

た白灯油溶液および乳剤，クレオソート irb乳剤， FD 水溶液等であった。

試験用丸太は，設置直前に普通の生産材の規格でつくり，これを日あたり風とおしともによい伐採跡地 2 ヵ

所L 林内 1 ヵ所に同ァマ規模の試験地を設け， 1 本並ぺとして，これに前記の薬剤を，材積石あたり 0.5 1 

(1 m' あたり1. 8 1 )を標準として丸太の全国に散布し，設置後満 1 ヵ月目から毎月 1 回，木口からの変色

の侵入状況をおもな対象として，薬剤の効果を調査した。

その結果は，薬剤処理をすると，外観はきわめて清潔であるが，日あたりのよい裸地では，変色が予想以

上にはいり，散布i去による変色防止のむずかしさが想定された。しかし，散布法は，やはり薬剤処理による

防菌法として，事業的にも最も有望なものであると考えられた。また薬剤としては FD 水溶液を除いて，残

り全音I1を有望なものと判定した。なお，散布法そのものについては，期待しうる効果の限界を知ることと，

その短所を補う方法として考えられる木口塗布法とが，次年度に検討されなければならない問題として提起

された。

試験第 2 年度の昭和2S年には，前年度において選び出された PCp. BHC の乳剤および白灯油溶液ならび

にクレオゾート泊 .BHC 乳剤について，どの程度の効果が期待されるものかを，特に厳選された 1m長さの

丸太を用いて， 5 , 6 , 7 , 8 月の伐採時期別に試験した。試験地は日あたりのよい裸地に設けた。なお，

濃度を高めることが必要かどうかを知るために，高濃度溶液の散布をも試みた。これらの処理法，調査法等

は前年と全く同じにした。

その結果，外観的には 5 月および 8 月設置のものが最もよく， 6 月， 7 月のものはやや劣るかに見えた。

材部に現われた変色の状態では，無処理区が設置後満 4 ヵ月目に全部の丸太が全面変色してしまったのに反

して，処理区は特に使用した薬剤聞に優劣なし 5 ヵ月目でも，木口よりの平均の深さが， 20cm 以下にと

どまっているものが多かった。
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高濃度溶液の散布が，薬剤の効果の向上に役だつかどうかの試験では， PCP および有機水銀剤について

行なったのであるが，特に濃度を高めた効果は現われなかった。しかもこれらの変色部位には，顕微鏡検査

によって明らかに材中で生育したと思われる菌糸が検出された。

なお，伐採時期が薬剤の効果に影響があるかないかについては， 5""'_ 7 月の 3 つの伐採時期についてみる

と，ほとんど影響がないといえる。

これらの結果から， r裸地で日あたりがよし、」と L、う条件のもとで，木口を露出している場合にはたとえ

どのように濃度を高めても，木口からの菌の侵入を完全に防止することは困難で，液剤を丸太の表聞に散布

する方法だけでは，期待しうる効果に，おのずから一定の限界のあることが結論され， 5""'_ 7 月の伐採処理

は，いずれも年内に効果の限界に達してしまうと考えるのが妥当であろう。このように一長期にわたる完全な

防菌は期待できないけれども，菌の侵入に対しては， 3""'_ 4 ヵ月間でだいたL、無処理の 2 分の l ないし 3 分の

1 程度におさえることができるので，その問に平均 20cm 前後の変色が今るされるならば， PCP 5% ・ BHC

2%の乳剤および白灯油溶液， Na-PCP5% ・ BHC2%の乳剤，クレオソート油 30%' BHC2 %の乳剤は，

いずれも同様の効果が期待できる。

試験第 3 年度の昭和29年には，今までの結果の検討がおもな目的で 5 月および 6 月に設置し，全部前年

度に準じて行なったが，調査に，円盤によって変色・腐朽の面積を調べる方法を加えたっ

その結果，処理区の変色については，数字に多少の変動があっただけで，ほとんど前年度までと同じ傾向

を示し，腐朽については， 5 月， 6 月伐採とも，設置後 4 ヵ月目あたりから「フケ」た部分がみられるよう

になり， 5 ヵ月 H では腐朽が明りように現われ， 6 ヵ月目で急激に進行することがわかった。無処浬につい

ては変色・腐朽とも著しく， 6 ヵ月自の木口では，ほとんど 100%が腐朽していた、

これら 3 ヵ年間の結果を総合してみると，濃度冷 PCP2'" 5 %，クレオソート油 18"-'30 %が事業的に有

望であるが，日あたりのよい裸地における有効期間は約 3 ヵ月で，その聞に木口から平均 20cm 前後の変色

の侵入が予想される。しかし， 4 ヵ月日以降になると，しだいに腐朽した部分が現われてくるので，満 5 ヵ

月以内には製品化されることが望ましい。したがって，同じ期間中変色の侵入をより少なくするためには，

後に述べる木口塗布法を併用することが必要であり，変色の絶対値を少なくし，かっ有効期間の延長を計る

ためには，樹皮が長く「ナマ」の状態を保つような環境条件を選ぶことが必要であるということになる。

目 -5-2 薬剤の木ロ塗布によ~防除試験

薬剤の散布による防菌は，木口から侵入する薗に対して完全でないので，この欠点を補なうという立場か

ら，昭和 28， 29 年，の 2 ヵ年間にわたり，木口塗布i去について試験した。丸太の木口を薬剤でおおい，樹皮

部を BHC で防虫したほかは，丸太の作り方，調査の方法等すべて散布i去の試験に準じて行なったう

第 1年度の28年には，ペイント型木口塗布剤とオスモーズ剤を用いて，大づかみに効果のすぐれたものを選

びだすことにしたっ前者では膜の材料として，酢酸セノレローズ，石炭酸樹脂，白色ペイント等をえらび，そ

れに PCP を混じたものと北島 18 号などを，オスモーズ弗jでは Na-PCP， FD 系混合物などを用いたっそ

の結果，酢酸セノレローズ系は膜がうすくてあまり期待がもてず，石炭酸樹脂系は膜に割れ口がはL、りやすい

ので，被膜の効果が長くつづかなかったが，北島18号の変色防止効果はすぐれたもので、あった。これらのこ

とから，木口塗布剤での膜の性質は，強じんで弾力があり，ある程度厚みがあって，かつ木口聞に密着して

いて，割れ目のはし、らないものがよいということがわかった。一方 Na-PCP および FD 系混合物等による

オスモーズ剤は，比較的期待がもてそうであった。
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第 2 年度の 29 年は，防菌剤として PCP， Na-PCP, NaF, FD 混合物，クレオソ{ト油等を用いて試験

した。その結果オスモーズ剤では， FD とコーノレターノレの混合物， FD と尿素樹脂およびケイソウ土の混合

物の 2 種は材に若干の化学的変色(淡褐色)をおこしたが， 5......... 6 ヵ月後においてもなお著しい防菌効果が

みとめられた。ペイント型木口塗布剤では PCP を含む白色ベイント， PCP および NaF を含む重松根油

がよかったσ しかし"ペイント型では樹皮の完全なものだけがよかったのであるが，オスモ{ズ剤では樹皮の

完全でないものでもよかったので，その点がちがっていた。したがって，ペイント型では，やはり散布法と

同様に，樹皮の菌に対する機械的な防御力にたよらないかぎり，卓効を期待することはで'きなL 、。

以上の結果から，散布法の欠点を補なう木口塗布剤としては，ペイント型木口塗布剤よりもオスモーズ弗j

の方が，有望であると考えられる。しかしこの場合は，時として化学的な変色を伴うので，変色を問題にす

る以上，ペイント型を採用しなければならない。そうした場合，当然樹皮の防菌力をたよりにしなければな

らないので， 日あTたこりのよい裸地でで、は，樹皮が割れたりはけ

つてくる腐朽をおさえることは不可能で，有効期間の延長は望めない。したがって，有効期間の延長をはか

るためには，樹皮を長く「ナマ」の状態に保つことのできるような環境条件を選んで，これを適用すること

を考えなければならなし、。この点は，散布法と共通な必要条件である。

1゚-5-3 その他の防除試験

i) 立木注入試験

溶液および結晶を用いて注入試験をした。溶液は，硫酸銅および亜ヒ酸ソーダを用いた。この場合両者と

もよく注入され，前者は特に樹皮直下の辺材の防菌に有効であったが，防虫効果はほとんどなしやはり伐

倒した後の木口の防菌と樹皮部への防虫剤の散布は不可欠である。後者は防虫防菌とも，あまりはっきりし

た効果を現わさなかった。結品としては，硫酸銅， Na-PCP，車ヒ酸ソー夕、を用いたが， Na-PCP は注入不

完全，硫酸銅. .iJli:ヒ酸ソーダはよく注入されたが，両者とも防虫防菌の効果がなかった。

ii) 巻き枯らし法

従来行なわれている，樹幹の基部の樹皮約 10cm くらいを輪状にはぐのと，さらに材部まで削りとるのと

2 つの方法を実施したο これらの立木は，伐倒直後の合水量，丸太として放置した時の菌害虫害について調

査したが無処理と異なるところがなかった。


